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平成22年 神無月

10
No.55

みらい平地区人口5,000人突破
　みらい平地区の人口が７月29日、5,000人を突破しました。5,000

人目となったのが、7月21日に生まれた石
いしはた

畠初
しょ か

夏ちゃん。ご両親と

ともに市役所で開催された記念セレモニーに出席しました。（関連

ページ18Ｐ）

●主な内容
P ２　市の家計簿チェック

P ５　児童扶養手当をご存知ですか？

P ６　未来を担う子どもたちのこれからの

　　    
学校づくりのために（４）

P ８　開設2周年　市消費生活センター

P10　人間ドック助成制度のご利用を

P14　茨城県議会議員一般選挙

　　　
～投票所変更のお知らせ～

P17　新規採用市職員の追加募集について

P24　保健だより

P28　スポーツの楽しさ、再発見！

折り込み　　市長への手紙

広
報

10月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口45,241人（+77）　男22,713人（+59）　女22,528人（+18）・世帯数16,215世帯（+61）
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【毎月の収入】
お父さんの給料（市税） 195,400円

お母さんのパート収入
（使用料・手数料など）

44,900円

貯金引き出し（繰入金） 14,600円

実家や友人からの援助（地
方交付税・国庫支出金など）

194,200円

ローン借り入れ（市債） 50,900円

収入合計 500,000円

平成21年度決算の概要

みらい君家
ち

（本市）の家計簿

【毎月の支出】
食費（人件費） 89,700円

医療費（扶助費） 43,900円

光熱費・被服費（物件費） 56,800円
車や家具の修理代（維持補修
費）

4,000円

兄への仕送り（他会計への繰
出金・補助費・貸付金など）

167,600円

家の増改築（普通建設事業費） 48,300円

ローン返済（公債費） 51,700円

貯金（積立金） 11,300円

支出合計 473,300円

翌月への繰越（収入・支出の差引)　26,700円

収 

入
支 

出

家族で稼いだ
お金など

254,900円
生活費
362,000

円

※家計簿はより分かりやすくするために１カ月分で作成しま
したが、一般会計と対比するためには、年間の収支での比較
となります。

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
21
年
度
一
般
会
計
決
算
を
、
年
収

６
０
０
万
円
（
月
収
50
万
円
）
の
み
ら
い
君
の
家
庭
に
例
え
て
、

１
カ
月
分
の
家
計
簿
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

【
家
族
構
成
】
父
、母
、み
ら
い
君
（
中
学
生
）、兄
（
大
学
生
「
ア

パ
ー
ト
で
１
人
暮
ら
し
」）

会計名 区　分 決算額

水道事業
収益的収支 収入 10億2,590万円

支出 9億5,311万円

資本的収支 収入 3億297万円
支出 4億2,932万円

企業会計決算総括表

総務費　22億4,436万円　15.5％
（市役所管理などの費用）
・防犯灯設置など交通安全対策事業
・庁舎内ベビーシート設置

民生費　34億9,074万円　24.1％
（高齢者福祉、子育て支援などの費用）
・三島小学校に児童クラブを整備
・住宅用火災警報器設置

衛生費　10億7,342万円　7.4％
（健康診断、ごみ処理などの費用）
・新型インフルエンザ対策
・女性特有のがん検診費用助成
・妊婦健康診査費の補助回数の拡大

消防費　８億1,562万円　5.6％
（消防、防災などの費用）
・消防団車庫新築工事
・耐震性貯水槽（４基）を設置

教育費　15億9,176万円　11.0％
（学校、公民館、図書館などの費用）
・幼稚園児送迎バスの運行
・放課後こども教室
・文化祭、成人式の開催

土木費　23億8,854万円　16.5％
（道路、公園などの費用）
・道路改良工事
・つくばエクスプレス推進事業

公債費　15億8,210万円　10.9％
（借入金（市債）の返済金）
（利子2億3,168万円含む）

その他　13億692万円　9.0％
（議会運営、商工振興などの費用）
・プレミアム商品券発行

　
水
道
事
業
会
計
は
、
地
方
公
営

企
業
法
の
適
用
を
受
け
る
企
業
会

計
で
す
。「
収
益
的
収
支
（
水
道
水

を
お
届
け
す
る
た
め
の
必
要
経
費

と
財
源
）」
と
資
本
的
収
支
（
施

設
を
整
備
拡
充
す
る
た
め
に
必
要

な
経
費
と
財
源
）
の
２
つ
に
分
け

て
い
ま
す
。
資
本
的
収
支
の
不
足

分
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保

資
金
な
ど
で
補
い
ま
し
た
。

一般会計
支　出

144億
9,346万円

　問　　伊奈庁舎財政課　
　　☎ 58-2111（内線1231）
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市
の
家
計
簿
チ
ェ
ッ
ク

会計名 収入 支出
一般会計 153億1,019万円 144億9,346万円
特別会計 89億3,422万円 85億1,504万円

内訳

国民健康保険 46億5,006万円 44億3,555万円
老人保健 8,316万円 6,531万円
後期高齢者医療 2億5,944万円 2億5,879万円
介護保険 21億3,445万円 20億6,866万円
公共下水道事業 14億3,155万円 13億4,000万円
農業集落排水事業 3億2,433万円 ２億9,799万円
市営分譲住宅 5,123万円 4,874万円

支出内訳（市民一人あたり）
総  務  費 49,998円 市役所管理などの費用
民  生  費 77,764円 高齢者福祉、子育て支援などの費用
衛  生  費 23,913円 健康診断、ごみ処理などの費用
土  木  費 53,210円 道路、公園、都市計画などの費用
消  防  費 18,170円 消防、防災などの費用
教  育  費 35,460円 学校、公民館、図書館などの費用
公  債  費 35,244円 借入金（市債）の返済金
そ  の  他 29,114円 議会運営、商工振興などの費用

　　つ
く
ば
み
ら
い
市
の
家
計
簿
と
も
い
え
る
平
成
21
年
度
の

一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
決
算
が
ま
と
ま
り
、
9
月
市
議
会

定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、

ま
た
、
市
の
財
政
が
ど
の
よ
な
状
況
に
あ
る
の
か
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

一般会計・特別会計決算総括表

支出　322,873円

収入　133,286円

市民一人あたりに使われた金額

　（前年度より12,979円増）

市民一人あたりが納めた市税の金額

　　　（前年度より13,472円減）

人口：４４，８８９人
（平成22年３月末現在・住民基本台帳）

自主財源 78億543万円　51.0％
皆さんから納めていただいた税金など

一般会計
収　入

153億
1,019万円

依存財源 75億476万円　49.0％
国・県から交付されるお金や借入金など

市債　10.2％
15億5,939万円

　市税　39.1％
59億8,307万円

使用料など　1.8％
2億7,901万円その他　10.1％

15億4,335万円

地方交付税など　22.7％
34億8,380万円

国・県支出金　16.1％
24億6,157万円

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
い
た
市
税
と
支
出
を
比
較
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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児
童
扶
養
手
当

　
　
　を
ご
存
知
で
す
か
？

　
　 （

父
子
家
庭
の
方
も
ご
覧
く
だ
さ
い
！
）

　　　　　　　所得制限限度額表

扶養

人数

受給資格者本人 《扶養義務者》

全部支給

所得制限額

一部支給

所得制限額
所得制限額

０人 19万円未満 192万円未満 236万円未満

１人 57万円未満 230万円未満  274万円未満

２人 95万円未満 268万円未満 312万円未満

３人 133万円未満 306万円未満 350万円未満

４人 171万円未満 344万円未満  388万円未満

５人 209万円未満 382万円未満 426万円未満

※所得の計算方法（課税台帳に基づき計算します）
所得額＝年間収入金額－必要経費（給与所得控除額な
　　　　ど）＋養育費の8割相当額－諸控除－8万円
　　　　（社会保険料相当額として一律8万円とします）

　
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の
離

婚
な
ど
で
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ

れ
る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
）

の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄

与
し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。
こ
の
手
当
は
申
請
し
な

け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◆
支
給
要
件

　
次
の
①
～
⑧
の
い
ず
れ
か
に
当

て
は
ま
る
「
児
童
」
を
監
護
（
保

護
者
と
し
て
生
活
の
面
倒
を
見
る

こ
と
）
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
・
母
ま
た
は
両
親
に
か
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
（
養
育

者
）
が
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
こ
の
手
当
で
「
児
童
」
と
は
、
18

歳
の
年
度
末
、
ま
た
は
20
歳
未
満
で

政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
が
い
の
あ

る
方
を
い
い
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

　
の
状
態
に
あ
り
、
障
害
年
金
の
加

　
算
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

　
で
な
い
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
遺
棄

　（
連
絡
が
と
れ
ず
児
童
の
養
育
を

　
放
棄
し
て
い
る
こ
と
）
し
て
い
る

　
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁

　
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
せ
ず
に
生
ま
れ
た
児
童

⑧
母
が
児
童
を
妊
娠
し
た
当
時
の

　
事
情
が
不
明
で
あ
る
児
童

■
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に

は
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
父
ま
た
は
母
、
児
童
の
住
所
が
日

　
本
国
内
に
な
い
と
き

・
父
ま
た
は
母
、
児
童
が
公
的
年
金

　
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

（
全
額
支
給
停
止
の
場
合
を
除
く
）

・
児
童
が
遺
族
補
償
な
ど
の
給
付
を

　
受
け
ら
れ
る
場
合
で
、
こ
の
給
付

　
の
発
生
事
由
か
ら
6
年
を
経
過
し

　
て
い
な
い
と
き

・
児
童
が
父
ま
た
は
母
に
支
給
さ
れ

　
る
公
的
年
金
の
加
算
の
対
象
に

　
な
っ
て
い
る
と
き

・
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る

　
と
き

・
父
ま
た
は
母
の
配
偶
者
（
婚
姻
の

　
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上

　
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

　
者
を
含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る

　
と
き

・
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し

　
て
い
る
な
ど
、
受
給
資
格
者
が
養

　
育
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
と
き

◆
手
当
の
支
給

　
受
給
資
格
者
（
ひ
と
り
親
家
庭

の
父
・
母
な
ど
）
が
監
護
・
養
育
す

る
児
童
の
数
や
受
給
資
格
者
の
所
得

な
ど
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
。

※
受
給
資
格
者
本
人
・
同
一
住
所
地

の
扶
養
義
務
者
（
住
民
票
を
世
帯
分

離
し
て
い
る
場
合
も
含
む
）
の
所
得

が
、
所
得
制
限
額
以
上
に
な
る
と
全

部
支
給
停
止
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

【
支
給
対
象
児
童
１
人
の
場
合
】

・
全
部
支
給
　

　
　
⇨
月
額
4
万
1
７
２
０
円

・
一
部
支
給
（
所
得
に
よ
り
変
動
）　

　
　
⇨
月
額
4
万
１
７
１
０
円
　
　

　
　
　
　
　
　
　
～
９
８
５
０
円

【
支
給
対
象
児
童
２
人
以
上
の
場
合
】

　
全
部
支
給
・
一
部
支
給
と
も
そ
れ

ぞ
れ
右
記
の
金
額
に
、
第
２
子
に
つ

い
て
は
5
千
円
、
第
３
子
以
降
は
１

人
に
つ
き
3
千
円
を
加
算
し
た
金
額

に
な
り
ま
す
。

◆
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
に

は
、
市
役
所
児
童
福
祉
課
で
申
請
手

続
き
が
必
要
で
す
。手
当
の
支
給
は
、

申
請
の
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。（
※

必
要
書
類
な
ど
全
て
が
そ
ろ
っ
た
日

を
申
請
日
と
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
）

　
た
だ
し
、
父
子
家
庭
の
方
に
つ
い

て
は
平
成
22
年
8
月
1
日
か
ら
制
度

改
正
に
よ
り
新
た
に
支
給
対
象
と

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
22
年
8

月
1
日
よ
り
前
に
支
給
要
件
に
該
当

さ
れ
て
い
た
方
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
に
申
請

い
た
だ
く
と
、
次
の
取
り
扱
い
と
な

り
ま
す
。

・
平
成
22
年
７
月
31
日
ま
で
に
支
給

　
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方

→
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
す
れ
ば

　「
８
月
分
」
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
平
成
22
年
８
月
１
日
以
降
、
11
月

　
30
日
ま
で
に
支
給
要
件
に
該
当
し

　
た
方

→
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
す
れ
ば

　「
要
件
に
該
当
し
た
日
の
翌
月
分
」

　
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
８
月
～
11
月
分
が
支
給
さ
れ
る
の

は
12
月
で
す
。

●
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、
父
子
家

庭
の
方
の
手
当
も「
申
請
の
翌
月
分
」

か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。
期
限
が

近
づ
い
て
お
り
ま
す
の
で
早
急
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は

　
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
父
ま
た
は

母
お
よ
び
児
童
の
戸
籍
謄
本（
抄
本
）

な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
児
童
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　  

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課
　
☎
58

︲
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
２
）

問
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財政健全化判断比率
　自治体の財政破綻を未然に防ぐため、国が財政状況を

より詳しく把握し、悪化した団体に対して早期に健全化

を促すため、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律

（財政健全化法）」が平成21年４月に施行されました。

　市では、財政破綻を未然に防ぐため毎年度、新しい財

政指標（健全化判断比率および資金不足比率）を算定し

ています。

　平成21年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足

比率は下表のとおりです。

指　標 本　市 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 －％ 13.32％

連結実質赤字比率 －％ 18.32％

実 質 公 債 費 比 率 14.4％ 25.0％

将 来 負 担 比 率 120.6％ 350.0％

資金不足比率
資金不足の

会計なし

（経営健全化基準）

20.0％

※「－％」は赤字額がないことを表しています。

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率…福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団

体の一般会計などの赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化の

度合いを示すもの。

連結実質赤字比率…すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方

公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全

体としての財政運営の悪化の度合いを示すもの。

実質公債費比率…借入金（地方債）の返済額およびこれに準じ

る額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示すもの。

将来負担比率…地方公共団体の一般会計などの借入金（地方債）

や将来支払っていく可能性のある負担などの現時点での残高を

指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示すもの。

資金不足比率…公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模で

ある料金収入の規模と比較して指標化し、経営状態の悪化の度

合いを示すもの。

早期健全化基準…地方公共団体が、財政収支が不均衡な状況そ

の他の財政状況が悪化した状況において、自主的かつ計画的に

その財政の健全化を図るべき基準。４つの指標のうち１つでも

基準以上になると「早期健全化団体」に指定されます。

市の借入（市債）はいくら？

決
算
監
査
意
見
書
要
約市

監
査
委
員

　
　
　竹た

け
う
ち内

　啓
ひ
ろ
む

市
監
査
委
員

　
　
　中な

か
や
ま山

　栄え
い
い
ち一

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
平
成
21
年
度

決
算
を
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
審
査
に

付
さ
れ
た
各
決
算
書
は
、
関
係
法
令

に
準
拠
し
作
成
さ
れ
て
お
り
、
決
算

計
数
は
関
係
諸
帳
簿
お
よ
び
証
拠
書

類
と
照
合
し
た
結
果
、
各
決
算
書
は

適
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
予
算
の
執
行
状
況
は
、
お
お

む
ね
所
期
の
目
的
に
従
っ
て
効
率
的
に

執
行
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
総
額
は

歳
入
で
、
２
４
２
億
４
４
４
１
万
円

と
前
年
度
に
比
べ
11
億
５
２
６
５
万

円
（
プ
ラ
ス
５
・
０
㌫
）、
歳
出
が

2
３
０
億
８
５
１
万
円
で
10
億

５
６
８
１
万
円（
プ
ラ
ス
４
・
８
㌫
）、

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
会
計
に
お
け
る
財

政
分
析
指
標
の
財
政
力
指
数
は

０
・
７
９
（
過
去
３
年
間
の
平
均
値
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
指
数
は
、

指
数
が
高
い
ほ
ど
行
政
力
が
強
い
こ

と
を
示
し
、
指
数
が
１
以
上
に
な
る

と
普
通
交
付
税
が
交
付
さ
れ
ま
せ

ん
。
次
に
、
経
常
収
支
比
率
は
91
・

９
㌫
で
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
３
ポ

イ
ン
ト
改
善
し
て
い
ま
す
。
こ
の
指

数
は
、
指
数
が
高
い
ほ
ど
行
政
の
固

定
費
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す

　
ま
た
、
自
治
体
の
財
政
破
綻
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
指
標
で
あ
る
健
全

化
判
断
比
率
の
実
質
公
債
比
率
は
、

14
・
４
㌫
で
す
。
こ
の
指
数
は
、
公

債
費
に
よ
る
財
政
負
担
の
程
度
を
示

し
て
い
ま
す
。
次
に
、
将
来
負
担
す

べ
き
実
質
的
な
負
債
の
規
模
を
示
す

将
来
負
担
比
率
は
、
１
２
０
・
6
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
市
税
に
つ
い
て
、
一
般
会
計

１
５
３
億
１
０
１
９
万
円
の
う
ち
市

税
は
59
億
８
３
０
７
万
円
で
、
歳
入

全
体
の
39
・
１
㌫
で
す
。
使
用
料
お

よ
び
手
数
料
な
ど
を
含
め
た
自
主

財
源
は
78
億
５
４
２
万
円
で
、
全
体

の
51
・
０
㌫
と
な
り
、
前
年
度
よ
り

４
億
９
７
１
０
万
円
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。
依
存
財
源
に
つ
い
て
は
、

75
億
４
７
７
万
円
で
全
体
の
49
・
0

㌫
で
し
た
。
今
後
、
市
と
議
会
が
一

体
と
な
っ
て
創
意
工
夫
を
し
、
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
当

年
度
に
お
け
る
営
業
成
績
は
、
営
業

利
益
で
９
８
８
６
万
円
の
黒
字
、
営

業
外
利
益
は
、
３
４
９
３
万
円
の
赤

字
で
差
し
引
き
６
３
９
３
万
円
の
黒

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
の
指
標
と
な
る
有
収
率

は
、
昨
年
度
に
比
べ
１
・
１
ポ
イ
ン

ト
増
の
86
・
５
㌫
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
水
道
事
業
運
営
に
当
た
っ

て
は
、
引
き
続
き
有
収
率
の
向
上
に

努
め
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
、
安
全

で
良
質
な
水
道
水
の
安
定
供
給
に
向

け
て
、
一
層
の
努
力
を
さ
れ
る
よ
う

要
望
し
ま
す
。

。

一般会計　42.8％

  126億6,736万円

水道事業会計　6.2％

  　　18億3,708万円

公共下水道事業特別会計　19.1％

56億4,712万円

農業集落排水事業

特別会計　7.1％

20億8,645万円

取手市外２市火葬場組合　0.1％

　　　　　　　1,609万円

常総衛生組合　0.5％

1億4,763万円

常総地方広域市町村圏

事務組合　0.9％

2億9,362万円　

取手地方広域下水道

組合　23.3％

68億9,380万円

295億
8,915万円

平成21年度決算の概要

。
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【
９
】児
童
生
徒
数
が
減
少
し
た
場
合
、

学
級
編
制
や
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
す
べ
き
と
思
い
ま
す
か
。

【
統
廃
合
に
賛
成
の
意
見
】

・
学
校
を
統
廃
合
し
て
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
出
し
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
が

同
じ
よ
う
な
環
境
で
学
べ
る
の
が
望

ま
し
い
と
思
う
。
ま
た
、
市
全
体
と

し
て
学
力
の
向
上
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

・
集
団
生
活
を
通
し
て
主
体
性
や
社

会
性
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
も
、
子

ど
も
た
ち
の
人
間
形
成
に
望
ま
し
い

学
校
規
模
の
実
現
と
い
う
意
味
で

は
、学
校
統
合
は
必
然
的
だ
と
思
う
。

【
統
廃
合
に
反
対
の
意
見
】

・（
学
校
統
廃
合
に
関
し
て
）
で
き

【
統
廃
合
は
や
む
を
得
な
い
と
の
意
見
】

・
少
人
数
学
級
に
は
そ
れ
な
り
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
と
思
う
が
、
集
団
生

【
10
】
小
中
学
校
の
通
学
区
域
を
変

更
す
る
場
合
、
配
慮
し
た
い
の
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
す
か
。（
２
つ
以
内
）

（
１
）
通
学
路
に
お
い

て
交
通
量
が
多
い
道
路

な
ど
、
危
険
な
場
所
が

無
い
よ
う
に
配
慮
す
る

（
２
）
学
校
ま
で
の
通

学
が
遠
距
離
と
な
ら
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る

（
３
）
町
会
や
お
祭
り

な
ど
地
域
活
動
と
の
つ

な
が
り
が
損
な
わ
れ
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る

（
４
）
一
部
の
地
域
に

学
校
が
集
中
し
な
い
よ

う
に
地
域
バ
ラ
ン
ス
に

配
慮
す
る

（
５
）
遠
距
離
通
学
者
な
ど
に
つ
い

て
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の
通
学
方

法
に
配
慮
す
る

（
６
）
そ
の
他

【
11
】
児
童
生
徒
数
が
減
少
し
た
場

合
、
ど
の
よ
う
に
通
学
の
変
更
を
す

べ
き
と
思
い
ま
す
か
。

【
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
関
す
る
意
見
】

・
増
加
傾
向
に
あ
る
地
域
に
学
校
を

新
設
し
、
減
少
し
た
地
域
か
ら
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
出
す
な
ど
し
て
、
通

学
の
便
を
図
り
、
不
公
平
感
を
な
く

し
て
ほ
し
い
。
低
学
年
の
子
ど
も
た

ち
に
30
分
以
上
の
徒
歩
通
学
を
強
い

る
の
は
酷
だ
と
思
う
。

・
遠
距
離
通
学
者
は
無
料
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
が
必
要
。
部
活
を
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
バ
ス
利
用
が
困
難
と

な
る
の
で
困
る
。

【
安
全
面
に
関
す
る
意
見
】

・
保
護
者
、
学
校
、
地
域
が
協
力
し
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
通
学
に
し
た

ら
い
い
と
思
う
。

・
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
安
全

の
見
回
り
分
担
を
す
る
。

【
学
区
、
通
学
班
に
関
す
る
意
見
】

・
距
離
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
な
ど

に
配
慮
し
て
検
討
す
べ
き
。
決
定
前

に
は
保
護
者
、
関
係
者
、
第
三
者
の

意
見
交
換
の
場
を
何
度
も
設
け
る
べ

き
だ
と
思
う
。

・
境
界
線
域
の
児
童
は
希
望
す
る
学

校
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
良

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
歩
い
た
り
、

自
転
車
で
30
分
以
内
の
と
こ
ろ
で
通

え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　  

谷
和
原
庁
舎
学
校
教
育
課
　
☎

58
︲
２
１
１
１
（
内
線
８
２
０
３
）

問

活
を
す
る
場
と
し
て
、
あ
る
程
度
の

規
模
は
必
要
だ
と
思
う
。
学
校
統
廃

合
は
や
む
を
得
な
い
と
思
う
。

・
小
規
模
校
は
目
が
行
き
届
い
て

ゆ
っ
た
り
し
た
感
じ
だ
が
、
行
事
の

盛
り
上
が
り
や
ク
ラ
ブ
活
動
面
で
大

変
だ
と
思
う
。
大
規
模
校
は
ク
ラ
ス

替
え
が
あ
っ
て
刺
激
し
あ
う
こ
と
も

で
き
る
の
で
、
生
徒
も
向
上
し
て
い

く
と
思
う
が
、
小
規
模
校
の
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
大
規
模
校
に
変
わ
る

こ
と
は
不
安
も
あ
る
と
思
う
。

（1）
  23％

（２）
  24％

（3）３％

（４）
  13％

（５）
  36％

（6）１％

れ
ば
住
ん
で
い
る
地
区
内
の
小
学
校

に
通
わ
せ
た
い
。
も
し
他
の
地
区
と

同
じ
小
学
校
に
な
っ
た
場
合
、
広
範

囲
に
友
達
が
で
き
る
の
は
大
変
い
い

こ
と
だ
が
、
行
動
範
囲
が
広
が
り
、

共
働
き
に
と
っ
て
は
監
視
が
し
づ
ら

い
こ
と
も
あ
る
。

・
学
校
の
維
持
費
な
ど
を
考
え
る
と

統
廃
合
も
仕
方
が
な
い
の
で
し
ょ
う

か･･･

。
複
式
学
級
に
し
て
空
い
た

教
室
は
地
域
の
人
が
利
用
で
き
る
部

屋
に
し
、
な
る
べ
く
な
ら
学
校
は
減

ら
さ
ず
、
近
く
の
学
校
に
通
え
た
ほ

う
が
い
い
。

【
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
関
す
る
意
見
】

・
登
下
校
に
お
い
て
集
団
で
移
動
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
現
在
、
多
く
の

保
護
者
た
ち
が
学
校
ま
で
送
り
迎
え

を
し
て
い
る
。
送
り
迎
え
を
で
き
れ

ば
よ
い
が
、
出
来
な
い
家
庭
も
多
い

と
思
う
の
で
、
統
廃
合
も
踏
ま
え
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
視
野
に
入

れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。

【
安
全
面
に
関
す
る
意
見
】

・
家
庭
や
地
域
の
協
力
で
通
学
を
見

守
り
、
な
る
べ
く
人
気
の
多
い
場
所

を
利
用
す
る
し
か
な
い
と
思
う
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
は
安
全
だ
と
思
う
が
、

子
ど
も
の
体
力
作
り
を
考
え
る
と
歩

い
て
通
学
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
思

う
。

小
　
規
　
模
　
校
　
の
　
意
　
見

【
８
】
に
つ
い
て
【
10
】
に
つ
い
て

【
11
】
に
つ
い
て

【
９
】
に
つ
い
て

【
統
廃
合
に
賛
成
の
意
見
】

・
複
式
学
級
に
は
し
て
ほ
し
く
な
い
。

少
し
遠
く
て
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち

と
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
。
多

く
の
友
達
と
接
す
る
こ
と
で
、
社
会

に
出
た
時
に
そ
な
え
る
。

【
統
廃
合
に
反
対
の
意
見
】

・
登
下
校
の
不
便
さ
の
理
由
に
よ

り
、
学
校
統
廃
合
に
は
反
対
。
複
式

学
級
に
も
不
安
は
あ
る
が
、
無
理
に

ま
と
め
て
増
や
さ
な
く
て
も
良
い
の

で
は
？
と
思
う
。
登
下
校
時
の
友
達

と
の
ふ
れ
あ
い
も
大
事
。

・
人
数
減
少
で
行
事
な
ど
に
制
約
が

出
て
し
ま
う
の
は
困
る
が
、
複
式
学

級
に
な
り
、
2
学
年
に
対
し
先
生
が

1
人
と
な
る
と
学
力
低
下
な
ど
が
心

配
に
な
る
の
で
、
配
慮
が
ほ
し
い
。

・
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
反
対
と
言

う
わ
け
で
は
な
い
が
、
通
学
路
の
検

討
な
ど
、
児
童
生
徒
の
安
全
面
に
つ

い
て
は
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

【
統
廃
合
は
や
む
を
得
な
い
と
の
意
見
】

（2）
  13％

（4）
  25％

（5）
  26％

（3）
  19％

（1）9％
（7）3％

（6）5％

（1）
  17％

（2）
  22％

（3）４％

（4）
  15％

（5）
  40％

（6）2％
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　未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

　
　こ
れ
か
ら
の
学
校
づ
く
り
の
た
め
に
（
４
）

【
３
】
少
子
化
の
影
響
で
、
複
式
学

級
に
よ
る
授
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る

学
校
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
か
。

（
２
つ
以
内
）

（１）
  16％

（3）
  21％

（4）
  21％

（2）
  13％

（5）8％

（6）
  18％

（7）3％

（
１
）
き
め
こ
ま
や
か

な
教
育
が
で
き
る

（
２
）
家
庭
的
な
雰
囲

気
で
学
習
で
き
る

（
３
）
少
子
化
が
進
ん

で
い
る
の
で
仕
方
が
な
い

（
４
）
複
式
学
級
に
な

ら
な
い
対
策
が
必
要

（
５
）
身
近
に
感
じ
、

不
安
で
あ
る

（
６
）
複
式
学
級
の
あ

る
学
校
に
就
学
さ
せ
る

こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
る

（
７
）
そ
の
他

【
１
】
少
子
化
の
影
響
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

（３）４％

（
１
）
少
子
化
の
影
響

を
身
近
に
感
じ
て
い
る

（
２
）
社
会
全
体
の
問

題
な
の
で
身
近
に
感
じ

た
こ
と
が
な
い

（
３
）
そ
の
他

（2）
  32％

（１）
  64％

【
４
】
市
内
に
小
学
校

が
10
校
あ
り
ま
す
が
、

学
校
数
に
つ
い
て
ど
う

思
い
ま
す
か
。

（１）２％

（2）
  24％

（3）
  53％

（4）５％

（６）
  16％

（5）０％

（
１
）
と
て
も
多
い

（
２
）
多
い

（
３
）
ふ
つ
う

（
４
）
少
な
い

（
５
）
と
て
も
少
な
い

（
６
）
分
か
ら
な
い

【
５
】
市
内
に
中
学
校
が
４
校
あ
り

ま
す
が
、
学
校
数
に
つ
い
て
ど
う
思

い
ま
す
か
。

（
１
）
と
て
も
多
い

（
２
）
多
い

（
３
）
ふ
つ
う

（
４
）
少
な
い

（
５
）
と
て
も
少
な
い

（
６
）
分
か
ら
な
い

【
７
】
６
で
児
童
生
徒
数
が
（
４
）

（
１
）
登
下
校
の
心
配

（
２
）
地
区
の
行
事

（
３
）
学
校
の
行
事

（
４
）
他
の
学
校
と
の

格
差

（
５
）
ク
ラ
ブ
、
部
の

活
動

（
６
）
特
に
感
じ
た
こ

と
が
な
い

（
７
）
そ
の
他

（1）
  30％

（３）
  17％

（2）８％

（４）
  16％

（５）
  16％

（６）
  ９％

（７）４％
【
８
】
市
全
体
で
の
児
童
生
徒
の
減

少
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
思
い
ま

す
か
。（
２
つ
以
内
）

（
１
）
児
童
生
徒
数
に

対
し
て
、
学
校
数
が
多

す
ぎ
る

（
２
）
複
式
の
学
校
に

な
っ
て
も
学
校
数
は
減

ら
す
べ
き
で
な
い

（
３
）
学
校
の
統
合
な

ど
の
検
討
が
必
要

（
４
）
で
き
れ
ば
自
分

の
子
ど
も
は
複
式
学
級

で
な
い
学
校
に
通
わ
せ

た
い

（
５
）市
全
体
と
し
て
、

学
区
の
見
直
し
が
必
要

（
６
）
特
に
な
し

（
７
）
そ
の
他

　　
市
内
の
義
務
教
育
施
設
に
は
、
少
子
化
に
伴
う
小
規
模
校
や
複
式

学
級
に
該
当
す
る
学
校
が
あ
り
、
今
後
の
人
口
推
計
か
ら
も
そ
の
傾

向
は
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
児
童
生
徒
の
よ
り
よ
い
学
習
環
境
、
人
間
関
係
の
構
築
な

ど
の
実
現
の
た
め
、
茨
城
県
が
示
す
「
公
立
小
・
中
学
校
の
適
正
規

模
に
つ
い
て
（
指
針
）」
を
基
に
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
義
務
教
育
施

設
適
正
配
置
審
議
会
」
を
設
置
し
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
や
、
み
ら

い
平
地
区
の
開
発
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
一
体
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
保
護
者
の
方
々
か
ら
の
意
見
を
頂
く
た
め
、

茨
城
県
の
示
す
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て
市
内
の
学
校
の
現

状
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
、「
教
育
環
境
に
関
す
る
意
識
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
集
計
作
業
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
概
要
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
２
】
少
子
化
に
つ
い
て
、
今
感
じ

て
い
る
こ
と
を
自
由
に
お
書
き
く
だ

さ
い
。

・
学
校
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
で
保

護
者
の
負
担
が
多
く
な
る
。

・
子
ど
も
の
数
の
減
少
で
、
子
ど
も

同
士
の
交
流
機
会
が
減
り
、
社
会
性

に
乏
し
く
感
じ
る
。

・
学
力
、ス
ポ
ー
ツ
、競
争
力
の
低
下
。

【
６
】
お
子
さ
ん
の
通
わ
れ
る
学
校

（1）２％

（３）
  42％

（４）
  35％

（５）
  ９％

（6）２％

（
１
）
と
て
も
多
い

（
２
）
多
い

（
３
）
ふ
つ
う

（
４
）
少
な
い

（
５
）
と
て
も
少
な
い

（
６
）
わ
か
ら
な
い

（２）
  10％

（1）０％（2）５％

（3）
  69％

（４）
  13％

（5）１％

（６）
  12％

ま
た
は
（
５
）
と
回
答

さ
れ
た
方
に
お
聞
き
し
ま

す
。
そ
の
こ
と
で
不
都
合

を
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。（
２
つ
以
内
）

の
児
童
生
徒
数
に
つ
い

て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

（1）
  ９％

（２）
  12％

（３）
  22％

（４）
  18％

（５）
  30％

（６）７％（７）２％
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●
●
●
●

『消費者被害ゼロ』の
　　　　　つくばみらい市へ

消費生活相談員より

どんな相談が
寄せられているの？

　
平
成
21
年
度
の
相
談
件
数

は
、
２
２
６
件
で
し
た
。
こ
の

う
ち
苦
情
相
談
は
２
０
０
件

で
、
全
体
の
88
・
５
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
相
談
者
に
つ
い
て
は
、
20
代

か
ら
90
代
ま
で
幅
広
い
年
代
か

ら
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

特
に
50
代
以
上
の
方
か
ら
の
相

談
が
、
全
体
の
６
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て

も
、
多
重
債
務
問
題
か
ら
投
資

関
連
、
有
料
サ
イ
ト
関
連
な
ど

多
種
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

金融・保険サービス第１位

・未公開株を購入したが、最近、社長が詐欺で逮捕さ

　れたことを知り、お金を取り戻したい。

・生命保険で入院給付金が１日目から支給されるもの

　に転換したいと保険会社へ問い合わせたが、できな

　いといわれた。

・生活費としてサラ金から借入れを繰り返してしまい

　多重債務になってしまった。どうしたらよいか。

土地・建物・設備
・退去するアパートの床の修理をする事になったが、

　費用がいくらかかったのか教えてくれず、敷金も返

　してくれない。

・訪問販売で、以前頼んだ業者と勘違いして屋根の点

　検を依頼し、次々とリフォームの契約をしてしまっ

　た。

・訪問販売で太陽光発電システムの契約をした。契約

　を急がされたうえ、高額なのでクーリング・オフし

　たい。

第２位

運輸・通信サービス
・2年間利用する約束でプロバイダを契約したが、接

　続できない状態が続いたので解約しようとすると、

　高額な解約料を請求された。

・携帯電話の無料サイトで「登録期間が過ぎても退会

　処理をしていないので高額な利用料が発生してる」

　と、身に覚えのないメールが届いた。

第３位

一人で悩まず、困ったときには消費生活センターにご相談ください

相談専用電話　25‐3288
ＦＡＸ　　　　57‐2288
開設時間　　　午前９時～正午
　　　　　　　午後１時～午後４時30分
　　　　　　　（土・日・祝日・年末年始除く）
場所　　　　　市役所谷和原庁舎１階

悪質商法からウソコケで身を守ろう！

ウ   うのみにしない　業者のいうことをうのみにしない

ソ　相談する　　　　おかしいと思ったら誰かに相談する

コ　断る　　　　　　いらないものはキッパリ断る

ケ　契約しない　　　その場ですぐに契約しない

多重債務
契約トラブル

個人
情報

製品事故 有料サイト

架空
請求

悪質商法

商品、サービスの苦情

、

　「市に消費生活センターがあるのを、ご存知でしたか？」

出前講座を始める前に、必ず聞く質問です。手を挙げる方

は、いつも１割弱。「まだまだ宣伝不足ですね！」と答える

ことになります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　統計によると、消費者被害を受けてセンターへ相談する

人は、全体の１割に満たないといわれています。ですから、

実際に受けている相談件数よりも、かなり多い数のトラブ

ルが隠れていることになります。最近では、はじめから消

費者をだましてお金を取ろうとする、詐欺的な商法も目立

つようになりました。　　　　　　　　　　　　　　　　

　そこで、つくばみらい市の消費者被害を防ぐために、皆

さんからぜひ情報提供をお願いします。「おかしな電話勧誘

があった…」などの情報をセンターまでお寄せください。

また、「わざわざ相談することでもないかしら…」「こんな

ことを聞くのは恥ずかしい…」などとは思わず、お気軽に

センターをご利用ください。　　　　　　　　　　　　　

　市消費生活センターは、皆さんと力を合わせて「消費者

被害ゼロ」の安全なつくばみらい市をめざしたいと思いま

す。　　　　　　　
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あれっ
　と思ったら、
　　　　まず相談
　℡25‐３２８８

多
様
化
す
る
ト
ラ
ブ
ル

困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
市
で
は
、
平
成
20
年
10
月
10
日
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
消
費
生
活
の
安
定

と
向
上
を
目
指
し
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。
今
年
で
開

設
2
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
相
談

件
数
は
徐
々
に
増
加
し
、
相
談
内
容

も
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
き
て
い
ま

す
。

　
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
で
の

契
約
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
で
の

買
い
物
な
ど
多
様
化
す
る
消
費
生
活

の
な
か
で
、
消
費
者
で
あ
る
皆
さ
ん

と
事
業
者
と
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　市消費生活センターでは、センターの相談員が講師となって出向き、消費生

活に関する事例を映像やクイズなどを交えて楽しく紹介し、暮らしに役立つ情

報をお届けする「出前講座」を実施しています。

　地域の皆さんの集まり（団体の定例会、研修会、学校のＰＴＡ行事など）が

ありましたら、ぜひご利用ください。講師派遣に係る費用は無料です。

・講座内容　「これって悪質商法？～最近の事例から～」など、　
　　　　　　　ご要望に応じます。
・開催日時　　平日の午前10時から午後４時までの間で２時間以内
※日程の調整が必要となりますので、事前に消費生活センターへお電話くださ

　い。

「出前講座」のご案内

「出前講座」の様子

消
費
ト
ラ
ブ
ル
は
、
な
ぜ

起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
情

報
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
事
業
者
で

す
。
皆
さ
ん
は
、
事
業
者
の
提
供
す

る
情
報
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
う
え
、
最
近
の
商
品
は

高
度
な
技
術
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
専
門
的
な
知
識
が
な
い
と
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
良
し
悪
し
を
判

断
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
宣
伝
や
広
告
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
は
、
良
い
面
ば
か
り
を
強
調
し

が
ち
で
、
皆
さ
ん
に
正
確
で
必
要
な

情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
事
業
者
と
皆

さ
ん
の
持
っ
て
い
る
情
報
量
の
格
差

が
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
生
む
の
で
す

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門

の
相
談
員
が
そ
う
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル

解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

つ
く
ば
み
ら
い
市

　
　消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

開設２周年

。 。
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参加者募集生い

きき

活い

きき

ク
ラ
ブ

～
一
次
予
防
事
業
～

　
い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ
と
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、「
介
護
予
防
」（
介
護

が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
）
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
せ
ん

か
？
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
が
介
護
予
防
の
た
め
に
考
え
ら
れ
た

【
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
体
操
】（
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
動
作
を
楽
に
行
え
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
、
座
り
な
が
ら
で
も
で
き
る
体
操
）
や
【
い
き
い
き
ヘ
ル

ス
い
っ
ぱ
つ
体
操
】（
体
の
柔
軟
性
を
高
め
た
り
す
る
体
操
）
を
行
い
ま
す
。

肩
こ
り
・
腰
痛
・
膝
痛
・
転
倒
な
ど
を
一
緒
に
楽
し
く
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
誰
で
も
簡
単
に
、
自
宅
で
も
で
き
ま
す
の
で
、
体
力
に
自
信
が
な
い
方
も
安

心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。
仲
間
作
り
や
気
分
転
換
を
し
た
い
方
な
ど
大
歓
迎
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

※
茨
城
県
が
平
成
21
年
７
月
に
作
成
し
た
介
護
予
防
事
例
集
に
運
動
器
の
機
能

向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
開
催
場
所
　

　
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘
世
代

　
ふ
れ
あ
い
の
館

▼
開
催
日
時
　

　
毎
週
火
曜
日
（
12
月
中
旬
か
ら
３

　 

月
中
旬
）
の
午
前
９
時
45
分
～
11

時
30
分

※
受
け
付
け
は
、
午
前
９
時
15
分
か

ら
開
始
し
、
希
望
者
の
み
血
圧
測
定

を
行
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

後
日
詳
し
い
案
内
を
郵
送
致
し
ま

す
。

※
簡
単
な
体
操
で
す
が
、
念
の
た
め

病
気
に
か
か
ら
れ
て
い
る
方
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
参
加
の
可
否
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
自
家
用
車
な
ど
の
手
段
を
用
い
て

自
力
で
こ
れ
る
方
は
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
自
家
用
車
を
利
用
す
る
方
は
で

き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
　
　

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
65
歳
以
上
の
方

▼
定
　
員
　
　

　
50
人
程
度
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
　
　
　

　
無
料

▼
送
　
迎
　
　
　

　
あ
り
　

※
送
迎
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。
停
留
所
・
時
間
は
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
申
込
先
　

　
介
護
福
祉
課
（
伊
奈
庁
舎
１
階
）

　
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間
　

　
10
月
28
日
㈭
～
11
月
11
日
㈭（
土
、

　
日
、
祝
日
を
除
く
）

　    

伊
奈
庁
舎
介
護
福
祉
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線
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２
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問
申

７月に行われた生き活きクラブの様子

くらしのＱ＆Ａ

Ｑ

Ａ

ヘアケア製品の違いは？
シャンプー後に使うリンス、コンディショ
ナー、トリートメントの違いを教えてくだ
さい。（４0代・女性）

問　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
谷
和
原
庁
舎
１
階
）　
☎

25
︲
３
２
８
８

髪
の
状
態
に
合
わ
せ
て

　
秋
は
髪
の
傷
み
や
抜
け
毛
が
気

に
な
る
季
節
で
す
。
ヘ
ア
ケ
ア
製

品
は
上
手
に
選
び
た
い
も
の
で

す
。

　
リ
ン
ス
は
、
髪
の
表
面
を
油
分
で
カ
バ
ー
し
て

水
分
の
蒸
発
を
抑
え
、
髪
の
パ
サ
つ
き
を
防
い
だ

り
、
髪
の
す
べ
り
を
よ
く
す
る
も
の
で
す
。

　
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
は
、
髪
の
表
面
を
保
護
し

な
が
ら
、
し
な
や
か
さ
や
コ
シ
を
加
え
る
力
が
あ

り
、
リ
ン
ス
の
代
わ
り
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
リ

ン
ス
と
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
に
は
、
髪
の
中
ま
で

作
用
す
る
力
は
な
い
の
で
、
付
け
た
後
で
す
ぐ
に

す
す
い
で
も
効
果
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
髪
の
内
部
に
成
分
を
浸

透
さ
せ
て
、
髪
の
状
態
を
整
え
た
り
、
傷
み
を
修

復
す
る
力
が
あ
り
ま
す
。
シ
ャ
ン
プ
ー
後
に
タ
オ

ル
で
水
気
を
取
り
、
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
な
じ
ま

せ
て
か
ら
洗
い
流
し
ま
す
。
髪
を
蒸
し
タ
オ
ル
で

く
る
ん
で
時
間
を
置
く
と
、
よ
り
効
果
的
で
す
。

　
リ
ン
ス
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
、
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
の
定
義
は
、
メ
ー
カ
ー
間
で
統
一
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
、
浸
透
効
果

の
あ
る
リ
ン
ス
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
や
、
洗
い

流
さ
な
い
タ
イ
プ
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
な
ど
も
あ

り
ま
す
の
で
、
商
品
の
特
徴
を
確
認
し
て
選
び
ま

し
ょ
う
。
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問

人
間
ド
ッ
ク
助
成
制
度
の
ご
利
用
を

▼
受
付
時
間

　
　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

　
　（
※
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

▼
助
成
額

　
　

1
万
7
０
０
０
円

▼
提
出
先

　
・
伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課

　
・
谷
和
原
庁
舎
市
民
窓
口
課

▼
対
象
者

　
　
満
年
齢
40
歳
以
上（
検
査
当
日
）

　
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
た
だ

　
し
次
の
方
は
助
成
を
受
け
る
こ
と

　
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

　
さ
れ
て
い
る
方

　
・
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

　
い
る
方

▼
定
員

　
　
先
着
70
人
ま
で

▼
申
し
込
み
方
法

　
　
伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課
ま
た
は

　
谷
和
原
庁
舎
市
民
窓
口
課
で
、
検

　
診
料
助
成
申
請
書
に
必
要
事
項
を

　
記
入
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
申
請
後
、
助
成
金
受
給
者
証
を

　
郵
送
し
ま
す
。

※
注
意
事
項

　
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
る
方

は
、
特
定
健
康
診
査
を
受
診
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
か
一
方

の
み
と
な
り
ま
す
。

▼
実
施
医
療
機
関

牛
久
愛
和
総
合
病
院
（
牛
久
市
）

　
☎
０
２
９-
８
７
３-

３
１
１
１

霞
ヶ
浦
成
人
病
研
究
事
業
団
健
診
セ

ン
タ
ー
（
阿
見
町
）

　
☎
０
２
９-

８
８
７-

４
５
６
３

総
合
守
谷
第
一
病
院
（
守
谷
市
）

　
☎
０
２
９
７-

４
５-

５
１
１
１

筑
波
学
園
病
院
（
つ
く
ば
市
）

　
☎
０
２
９-

８
３
６-

１
３
５
５

筑
波
記
念
病
院
《
つ
く
ば
ト
ー
タ
ル

ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
》（
つ
く
ば
市
）

　
☎
０
２
９-

８
６
４-

３
５
８
８

筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
《
つ
く

ば
総
合
検
診
セ
ン
タ
ー
》（
つ
く
ば
市
）

　
☎
０
２
９-

８
５
６-

３
５
０
０

取
手
協
同
病
院
（
取
手
市
）

　
☎
０
２
９
７-

７
４-

５
５
５
１

守
谷
慶
友
病
院
（
守
谷
市
）

　
☎
０
２
９
７-

４
５-

３
３
１
１

取
手
北
相
馬
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
医

師
会
病
院
（
取
手
市
）

　
☎
０
２
９
７-

７
１-

９
５
０
０

き
ぬ
医
師
会
病
院
（
常
総
市
）

　
☎
０
２
９
７-

２
３-

１
７
７
１

つ
く
ば
白
亜
ク
リ
ニ
ッ
ク（
つ
く
ば
市
）

　
☎
０
２
９-

８
３
７-

０
２
０
８

鳥
越
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
牛
久
市
）

　
☎
０
２
９-

８
７
４-

８
８
２
３

か
ね
し
げ
病
院
（
取
手
市
）

　
☎
０
２
９
７-

８
３-

７
１
７
７

龍
ヶ
崎
済
生
会
病
院
（
龍
ヶ
崎
市
）

　
☎
０
２
９
７-
６
３-

７
１
１
１

　詳
し
い
検
査
項
目
・
本
人
負
担
額

な
ど
は
、
各
医
療
機
関
へ
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

国民健康保険加入者の方へ 特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

                                

を
実
施
し
て
い
ま
す

　
日
本
人
の
生
活
習
慣
の
変
化
な
ど

に
よ
り
、
近
年
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
の
有
病
者
・
予
備
軍
が
増
加

し
て
お
り
、
国
民
医
療
費
総
額
の
約

３
分
の
１
を
占
め
、
死
亡
原
因
で
も

悪
性
新
生
物
を
含
め
生
活
習
慣
病
が

６
割
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
点
に
着
目
し
、
増
え
続
け
る

医
療
費
を
抑
制
し
国
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
を
守
る
た
め
に
、
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
に

つ
い
て
内
臓
脂
肪
が
ベ
ー

ス
に
な
っ
て
起
こ
る
「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
を
見
つ
け
出
す
「
特

定
健
康
診
査
（
メ
タ
ボ
検

診
）」
を
平
成
20
年
度
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　「
特
定
健
康
診
査
」
は

実
施
主
体
が
各
医
療
保
険

者
と
な
り
ま
す
の
で
、
被

用
者
保
険
（
健
康
保
険
組

合
、
共
済
組
合
な
ど
）
の

加
入
者
の
方
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
者

が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
「
芽
」

で
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
気
づ
き
、

す
ぐ
に
手
を
打
て
ば
、
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
ま

ず
は
、「
特
定
健
康
診
査
」
を
受
け
て

自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
を
受
診

　
　
　
　
　
す
る
に
は

１
．
市
で
実
施
し
て
い
る
「
み
ら
い

　
　
健
診
」
を
受
診
す
る

２
．「
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
助

　
　
成
制
度
」
を
利
用
し
、
医
療
機

　
　
関
で
受
診
す
る

※
注
意
　「
み
ら
い
健
診
（
特
定
健

診
）」
と
「
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
の
助
成
制
度
」
を
同
一
年
度
に
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

特
定
保
健
指
導
と
は

　
特
定
健
康
診
査
の
結
果
か
ら
、
生

活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
く
、

生
活
習
慣
病
の
改
善
に
よ
る
生
活
習

慣
病
の
予
防
効
果
が
多
く
、
期
待
が

で
き
る
方
に
対
し
て
、
保
健
師
や
管

理
栄
養
士
が
生
活
習
慣
を
見
直
す
サ

ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
に
、
疾
病
の
早
期
発
見
や

生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
、
健
康
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
人

間
ド
ッ
ク
検
診
の
助
成
を
次
の
と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
診
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
定
保
健
指
導
な
ど
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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文
化
協
会
主
催
事
業

わ
が
街
を
も
っ
と
よ
く
知
ろ
う
！

　
街
め
ぐ
り
シ
リ
ー
ズ
　
そ
の
１

第
一
回
目
は
旧
伊
奈
の
歴
史
的
施
設
や
記
念
館
・
市
民
の
活
動
施
設
な
ど

　
平
成
18
年
に
伊
奈
町
と
谷
和
原
村
が
合
併
し
て
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
」

に
な
り
、
今
年
で
５
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
も
と
も
と
両
町
村
に
住
ん
で
い
た
住
民
の
皆
さ
ん
で
も
、
自
分
の
住
ん

で
い
る
地
区
の
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
他
の
地
区
の
こ
と
は
よ
く
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
く
つ
く
ば
み
ら
い
市
民
に

な
ら
れ
た
方
々
は
、
市
内
の
こ
と
で
知
ら
な
い
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
文
化
協
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
我
が
街
を
も
っ
と
よ

く
知
ろ
う
！
」
と
い
う
街
め
ぐ
り
シ
リ
ー
ズ
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。

▼
日
時
…
11
月
13
日
㈯
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
集
合
場
所
…
小
絹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
…
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
谷
和
原
庁
舎
前
…
…
…
…
…
…
…
午
前
８
時
40
分

　
　
　
　
　
　
み
ら
い
平
駅
前
…
…
…
…
…
…
…
午
前
８
時
50
分

　
　
　
　
　
　
伊
奈
庁
舎
前
…
…
…
…
…
…
…
…
午
前
９
時
10
分

▼
見
学
予
定
場
所
…
板
橋
不
動
院
、
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
・
歴
史

公
園
、
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘
、
間
宮
林
蔵
記
念
館
・
生
家
・
専

称
寺
、
結
城
三
百
石
記
念
館
、
図
書
館
な
ど

▼
定
員
…
40
人
（
先
着
順
）

▼
費
用
…
無
料

▼
昼
食
…
各
自
持
参
（
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘
で
昼
食
）

▼
主
催
…
つ
く
ば
み
ら
い
市
文
化
協
会

▼
申
し
込
み
方
法
…
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
書
い
て
『
つ
く
ば
み
ら
い
市
文
化
協
会
事
務
局
』
宛
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
期
間
…
10
月
21
日
㈭
～
29
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。結
果
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
申
込
先
…
つ
く
ば
み
ら
い
市
文
化
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

　
　
〒
３
０
０
‐
２
４
９
２
　
つ
く
ば
み
ら
い
市
加
藤
２
３
７

　
　
☎
58
‐
２
１
１
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
…
52
‐
６
０
２
５

※
次
回
の
「
街
め
ぐ
り
シ
リ
ー
ズ
そ
の
２
」
は
、
来
年
４
月
に
お
花
見
め

ぐ
り（
福
岡
堰
さ
く
ら
公
園
、絹
の
台
桜
公
園
な
ど
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第５回　つくばみらい市
文　化　祭

10月30日㈯～ 31日㈰　両日とも午前９時～午後４時
・きらくやまふれあいの丘会場
　　世代ふれあいの館・すこやか福祉館

発表の部
　世代ふれあいの館ステージにて、2日間にわたり49の団体が、

華麗なダンスや舞踊、演奏などを披露します。

展示の部
　手工芸、陶芸など28団体が参加し、作品を展示します。

・谷和原公民館会場
展示の部
　彫刻、書道、写真絵画など15団体が参加し、約180点の作

品を展示します。　　

・体験コーナー

①アンケート回答の方（各日先着250名）に粗品をプレゼント
　世代ふれあいの館・・・家庭用ラップ

　谷和原公民館　　・・・ＢＯＸティッシュ

　両日それぞれ、お一人様１個までとさせていただきます。

②小学生以下のお子さん（先着150名）にミニサインペンをプレ
　ゼント
　※谷和原公民館、世代ふれあいの館で配布します。

　※アンケート受け付け・ミニサインペン配布は共に午前10時

　　からです。なくなり次第、終了とさせていただきます。

・プレゼント（数量限定）

秋深き
隣は何をする人ぞ

　問　　谷和原庁舎生涯学習課　
　　☎ 58-2111（内線8214・5）

児童生徒

　絵画作品展

谷和原公民館　　：押し花・タイルの壁掛け作り・生け花

　　　　　　　　   ・大きな筆で大きな字を書こう・葉書作り

すこやか福祉館　：茶道教室

世代ふれあいの館：綿切り・糸紡ぎ・フラワーアレンジ・　　

　　　　　　　　　ネックレス作り・華道教室など

　なお、体験教室や時間帯などについては、文化祭チラシに

て確認してください。

谷和原公民館 ：谷原小・十和小・福岡小・小絹小・谷和原中・

　　　　　　　　  小絹中　　

すこやか福祉館 ：伊奈中・伊奈東中

世代ふれあいの館 ：小張小・豊小・谷井田小・三島小・東小・

　　　　　　　　　板橋小
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市内全域に
　　　　光ファイバーを！

　
情
報
化
社
会
の
発
展
に
伴
い
、
高

速
で
安
定
し
た
通
信
が
で
き
る
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
・
普
及
が
全

国
的
に
進
ん
で
い
ま
す
。
市
内
で
も

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
が
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
一
部
整
備
さ
れ
て
い
な

い
地
域
が
あ
り
、
地
域
格
差
あ
る
い

は
情
報
格
差
を
な
く
す
た
め
に
も
市

内
全
域
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

要
望
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
未
提
供
地
区
の
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
「
利
用
し
た
い
」
と
い
う
声
を
集

約
し
、
通
信
事
業
者
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
）
へ
要
望
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

な
た
め
、「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
（
Ｂ
フ

レ
ッ
ツ
）
仮
申
込
書
」
の
募
集
・
取

り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
情
報
格
差
の
是

正
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
も
仮
申

込
書
を
と
り
ま
と
め
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
に
提
出
し
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
「
Ｂ

フ
レ
ッ
ツ
」
の
早
期
提
供
を
要
望
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、「
Ｂ

フ
レ
ッ
ツ
」
が
提
供
さ
れ
た
場
合
に

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
仮
申

込
書
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
7
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
中
学
生
議

会
に
お
い
て
も
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整

備
に
つ
い
て
質
問
が
出
る
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
も
快
適
な
環
境
を
望
ん
で

い
ま
す
。
是
非
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
誘
致
活
動
は

全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
、
提
供

開
始
の
た
め
に
は
、
件
数
が
多
い
ほ

ど
早
期
導
入
の
可
能
性
が
高
く
な
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

【
仮
申
込
書
提
出
対
象
地
区
】

谷
口
・
奉
社
・
市
野
深
・
新
戸
・
小

島
新
田（
一
部
地
域
を
除
く
）・
豊
体
・

青
古
新
田
・
青
木
・
長
渡
呂
・
長
渡

呂
新
田
・
弥
柳
・
福
田
・
伊
丹
・
戸

崎
・
戸
茂
・
足
高
・
東
栗
山
・
城
中
・

神
生
・
武
兵
衛
新
田

【
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
仮
申
込
書
の
提
出
方

法
】

　
仮
申
込
書
は
、
伊
奈
お
よ
び
谷
和

原
庁
舎
市
民
窓
口
課
に
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

　
仮
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
設
置
場
所
へ
直
接
持
参
い
た
だ

く
か
、
ま
た
は
、
メ
ー
ル
や
郵
送
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
メ
ー
ル
の
場
合

　
左
記
の
ア
ド
レ
ス
宛
に
「
Ｂ
フ

レ
ッ
ツ
仮
申
込
書
」を
添
付
の
う
え
、

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

 b-kari@
city.tsukubam

irai.lg.jp

●
郵
送
の
場
合

　
左
記
の
住
所
ま
で
ご
郵
送
く
だ
さ

い
。

〒
３
０
０
‐
２
３
９
５
　
つ
く
ば
み

ら
い
市
福
田
１
９
５
番
地
　
つ
く
ば

【
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
】

　
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
は
電
話
回
線
（
銅
線
）

を
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、
電

話
交
換
局
か
ら
の
距
離
が
離
れ
る
ほ

ど
速
度
が
急
速
に
低
下
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
電
話
回
線
の
経
年
劣
化
で

も
速
度
が
低
下
し
ま
す
。 

　
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

を
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
電

気
信
号
で
は
な
く
光
を
使
っ
て
通
信

を
行
う
た
め
、
距
離
に
よ
る
速
度
の

低
下
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
特
徴
で

す
。 

　
ま
た
、
Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス
「
ひ

か
り
電
話
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

回線の種類 通信速度

Ｂフレッツ
上り最大 100Ｍbps

下り最大 100Ｍbps

フレッツＡＤＳＬ
上り最大 ５Ｍbps

下り最大 47Ｍbps

フレッツＩＳＤＮ
上り最大 0.064Ｍbps

下り最大 0.064Ｍbps

通信速度の比較

み
ら
い
市
役
所
企
画
政
策
課
情
報
政

策
室
　
宛

注
意
　

・
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
の
ご
利
用
の
予
定
の

　
な
い
方
は
、
提
出
の
必
要
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

・「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
仮
申
込
書
」
を
提

　
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｂ
フ
レ
ッ

　
ツ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と

　
を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

・
提
供
が
可
能
と
な
っ
た
場
合
、
改

　
め
て
正
式
な
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
契
約
が

　
必
要
に
な
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
開

　
始
確
定
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
か
ら

　
個
別
に
ご
案
内
が
あ
り
ま
す
。

・
以
前
に
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
仮
申
込
書
」

　
を
提
出
さ
れ
て
い
る
方
は
、
再
提

　
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　  

伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課
　
☎
58

︲
２
１
１
１
（
内
線
１
２
５
１
）

問 　
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
の
料
金
な
ど
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　http://flets.com
/

全
国
一
律
で
3
分
８
・
４
円
（
税
込
）

も
可
能
に
な
り
ま
す
。

。

第５回　つくばみらい市



変更後の投票所一覧

№ 投票所名 投票場所の施設名 大字名（行政区名）
前回からの

変更の有無

１ 小　張 小張小学校
小張（愛宕、愛宕住宅、上中宿、下宿）、新戸、市野深（新

町、市野深、芦戸）、奉社、谷口
有

２ 豊 豊小学校
福田、市野深(下宿)、豊体、青古新田、青木、長渡呂、

長渡呂新田、狸渕、弥柳
無

３ 谷井田第１ 谷井田小学校

谷井田（下谷井田、外記新田、外記新田住宅、谷井田第２・

４期、谷井田北１・２・３・４・13区、谷井田南１・２・

３・４・５・６・７区）

有

４ 谷井田第２ 谷井田コミュニティセンター
谷井田（上谷井田、谷井田北５・６・７・９・10・11・12区）、

山谷、上平柳、中平柳、下平柳
有

５ 三　島 三島小学校
福原、上島、中島、下島、伊丹、神住新田、山王新田、

戸茂、戸崎、足高（根柄）、神生、武兵衛新田
無

６ 東 東小学校 城中、東栗山、足高（東栗山、足高）、伊丹、神生 無

７ 板橋第１ 板橋小学校

板橋（門前、内町、西山、五反田、関場、古宿、上板橋、

南谷津、松並、上街道）、小張（上板橋、上街道）、伊奈東

（伊奈東３期、勘兵衛新田５・６期）

無

８ 板橋第２ 板橋コミュニティセンター
板橋（新山住宅、東板橋、花田久保）、南太田、大和田、

野堀、神生、武兵衛新田
有

９ 板橋第３ 伊奈第４保育所
伊奈東（伊奈東２・３・４・５・６区、松葉台１・２・３

区、伊奈ヒルズ、大池自治会）、高岡、狸穴
無

10 小絹第１ 小絹コミュニティセンター 細代、杉下、寺畑、小絹、西ノ台、西ノ台南 無

11 小絹第２ 絹の台集会所 絹の台 無

12 小絹第３ 古箸営農研修センター 筒戸、平沼 無

13 谷　原 谷和原保健福祉センター
東楢戸、西楢戸、鬼長、下小目、西丸山、古川、加藤、

成瀬、宮戸、上小目、川崎
有

14 十　和 谷和原公民館十和分館
田村、日川、真木、上長沼、下長沼、押砂、十和、北袋、樛木、

箕輪
有

15 福　岡 谷和原公民館福岡分館
福岡台入会地、福岡、台、南、中原、仁左衛門新田、

坂野新田、北山
無

16 みらい平 ふたばランド幼稚園・保育園
小張（高波、高波住宅、親和、出山住宅、小島新田東）、

小島新田、陽光台、紫峰ヶ丘、富士見ヶ丘
有

変更点について

①みらい平地区に投票所を新設（小張投票所から約2,200人、谷原第３投票所から約2,100人）
②谷井田第１投票所の一部（約550人）、谷井田第２投票所、谷井田第３投票所を統合し、投
　票所を谷井田コミュニティセンターに変更
③板橋第２投票所の投票場所をわかくさ幼稚園から板橋コミュニティセンターへ変更
④谷原第１投票所、谷原第２投票所、谷原第３投票所の一部（約450人）を統合
⑤十和第１投票所、十和第２投票所を統合 　問　　選挙管理委員会

　　（伊奈庁舎総務課内）　
　　☎ 58-2111（内線1214）

15 －平成22年10月21日発行－ 14－広報つくばみらい10月号（No.55）－

茨城県議会議員一般選挙
～みんなのみらい　みんなの一票で～

・告　示　日　　12月３日㈮
・投　票　日　　12月12日㈰　午前７時から午後８時まで
・期日前投票　　12月４日㈯～ 11日㈯　 午前８時30分から午後８時まで

変更になる投票所

これまでの投票所
投票所名 投票場所の施設名 大字名（行政区名）

小　張 小張小学校

小張（高波、高波住宅、親和、

出山住宅、小島新田東）

小島新田

陽光台２・３丁目

紫峰ヶ丘４・５丁目

谷原第３ 谷和原公民館谷原分館

陽光台１・４丁目

紫峰ヶ丘１・２・３丁目

富士見ヶ丘１・２・３・４丁目

新しい投票所

投票所名 投票場所の施設名

みらい平 ふたばランド幼稚園・保育園⇨
谷井田第１ 谷井田小学校 谷井田北10・11・12区、山谷

谷井田第２
茨城みなみ農業共済

組合茨城南部支所
上平柳、中平柳、下平柳

谷井田第３ 上谷井田公民館
上谷井田

谷井田北５・６・７・９区

谷井田第２ 谷井田コミュニティセンター⇨
板橋第２ わかくさ幼稚園

新山住宅、東板橋、花田久保、

鎌田、塙、久保、大日前、

大和田、野堀、平和台、神生、

武兵衛新田

板橋第２ 板橋コミュニティセンター⇨
谷原第１

谷和原保健福祉

センター

西丸山、古川、加藤、成瀬、宮戸、

上小目、川崎

谷原第２ 下小目公民館 鬼長、下小目

谷原第３ 谷和原公民館谷原分館 東楢戸、西楢戸

谷　原 谷和原保健福祉センター⇨
十和第１ 谷和原公民館十和分館

上長沼、下長沼、押砂、十和、

北袋、樛木、箕輪

十和第２
真木新農村集落

センター
田村、日川、真木

十　和 谷和原公民館十和分館⇨

投票所変更のお知らせ
　選挙管理委員会では、市内投票所の公平性
と投票管理の合理化および経費削減を図るた
め、投票所の再編を検討してきました。その
結果、12月12日の茨城県議会議員一般選挙

から一部の投票所を次の表のように変更い
たします。地域によっては、以前より距離
的にご不便をおかけいたしますが、ご理解
とご協力をお願いします。
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市
で
は
、
平
成
23
年
度
新
規
採
用

職
員
の
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

◆
募
集
職
種
　

◎
精
神
保
健
福
祉
士

◆
受
験
資
格

　
昭
和
45
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格

を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人

（
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
を
含
む
）

◆
募
集
人
員
　
１
名

◆
試
験
方
法

◎
一
次
試
験

教
養
試
験
…
公
務
員
と
し
て
必
要
な

高
等
学
校
で
履
修
し
た
程
度
の
一
般

知
識
、
知
能
に
つ
い
て
択
一
式
に
よ

る
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

◎
二
次
試
験

口
述
試
験
…
個
別
面
接
に
よ
り
主
と

し
て
人
物
に
つ
い
て
の
評
価
を
行
い

ま
す
。

集
団
討
論
…
試
験
官
が
討
論
の
過
程

を
観
察
し
、
受
験
者
の
人
柄
の
評
価

を
行
い
ま
す
。

体
力
検
査
…
職
務
遂
行
に
必
要
な
健

康
度
、
お
よ
び
体
力
を
有
す
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
検
査
を
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
障
が
い
の
あ
る
方
は
除
き

ま
す
。

◆
試
験
日
お
よ
び
会
場

　

◎
一
次
試
験

期
　
日
　
平
成
23
年
１
月
23
日
㈰
　

場
　
所
　
つ
く
ば
み
ら
い
市
役
所

　
　
　
　
伊
奈
庁
舎

◎
二
次
試
験

　
日
時
お
よ
び
場
所
に
つ
い
て
は
、

一
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知
し
ま

す
。

◆
応
募
手
続

◎
申
込
用
紙
の
交
付

　
所
定
の
受
験
申
込
書
な
ど
に
つ
い

て
は
、
伊
奈
庁
舎
人
事
課
で
11
月
１

日
㈪
か
ら
交
付
し
ま
す
。

　
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
（
精
神
保
健
福
祉
士
職
員
採

用
試
験
申
込
用
紙
請
求
）と
朱
書
し
、

宛
先
を
明
記
し
て
、
１
４
０
円
切
手

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間

　
11
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

　
人
事
課
に
持
参
す
る
場
合
は
、
月

～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
し
、
郵

便
の
場
合
は
11
月
30
日
㈫
ま
で
に
必

着
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
奈
庁
舎
人
事
課
（
〒
３
０
０
‐

２
３
９
５
　
つ
く
ば
み
ら
い
市
福
田

１
９
５
）

　
　
☎
58
︲
２
１
１
１

　
　（
内
線
１
２
２
０
～
１
２
２
２
）

新
規
採
用
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

平成22年度
地域密着型サービス事業所

を募集します！
　市では、介護が必要になった高齢者が、住み慣れた自宅や地域で

の生活が継続できるよう、第４期つくばみらい市高齢者保健福祉計

画・介護保険事業計画（平成21年度～平成23年度）に基づき、地

域密着型サービスの基盤整備を進めています。

　平成22年度においては、地域密着型サービスのうち小規模多機
能型居宅介護について募集します。

１．募集する地域密着型サービス

サービスの種類
募集する日常

生活圏域

募　集

施設数
整備年度

小規模多機能型

居宅介護
豊・谷井田・三島地区 １箇所 平成23年度

２．募集期間
　　10月25日㈪～ 11月30日㈫まで

３．申し込み・問い合わせ先
　　詳しくは、市介護福祉課（伊奈庁舎）へお問い合わせください。

　　☎58‐2111（内線1171）

『「
消
し
た
か
な
」
あ
な
た
が
守
る  

合
言
葉
』

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
【
実
施
期
間
】

　
　
11
月
９
日
㈫
～
15
日
㈪

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

　
か
ら
離
れ
た
場
所
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

　
る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

　
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

　
た
め
に
、
燃
え
に
く
い
製
品
（
防

　
炎
製
品
）
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

　
に
、消
火
器
な
ど
の
用
意
を
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

　
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

　
体
制
を
つ
く
る
。
　

大
切
な
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　
平
成
21
年
６
月
１
日
か
ら
、
防
火

法
に
よ
り
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
設
置
が
必
要
な
場
所

・
寝
室

・
階
段
の
上
部
（
２
階
以
上
に
寝
室

　
が
あ
る
場
合
）

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意

を
！

　
消
防
署
の
職
員
が
、
住
宅
を
訪
問

し
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
販
売
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　 

・
つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署
　
☎

58
︲
０
１
１
１
　
・
つ
く
ば
み
ら

い
消
防
署
谷
和
原
出
張
所
　
☎
25
︲

３
１
１
９
　
・
つ
く
ば
み
ら
い
消
防

署
東
部
出
張
所
　
☎
52
︲
１
１
９
０

問
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農
業
の
生
産
性
の
向
上
お
よ
び
農

業
経
営
の
安
定
と
効
率
化
を
図
る
た

め
、
生
産
組
織
な
ど
が
行
う
農
機
具

お
よ
び
施
設
整
備
に
対
し
、
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
補
助
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
場

合
は
、
農
政
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象
組
織

　
農
家
３
人
以
上
で
組
織
さ
れ
て
い

　
る
農
業
生
産
組
織
で
、
生
産
調
整

　
を
達
成
し
て
い
る
こ
と

▼
補
助
率

　
①
農
業
機
械
な
ど
購
入
事
業
に
つ

　
い
て
は
、
総
事
業
費
の
30
㌫
以
内

　
②
農
業
生
産
施
設
整
備
事
業
に
つ

　
い
て
は
、
総
事
業
費
の
50
㌫
以
内

▼
申
請
期
限
…
12
月
17
日
㈮

▼
補
助
の
内
容

　
①
生
産
調
整
１
０
０
㌫
達
成
農
家

　
農
業
用
使
用
済
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
を

安
全
か
つ
適
正
に
処
理
す
る
た
め
、

県
・
市
・
農
業
団
体
お
よ
び
排
出
農

農
政
課
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

22
年
度
市
単
機
械
・
施

設
整
備
事
業
費
補
助
金

に
つ
い
て 申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
谷
和
原
庁
舎
農
政
課
　
☎
58
︲
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
内
線
８
１
５
４
・
７
）

農
業
用
暗あ

ん
き
ょ渠
排
水
設
置

資
材
費
補
助
金
に
つ
い

て　
②
申
請
は
年
に
１
度
限
り
で
、
年

　
度
内
に
施
工
し
た
ほ
場
に
限
る

　
③
補
助
対
象
と
な
る
施
工
ほ
場
に

　
つ
い
て
は
生
産
調
整
の
対
象
と
な

　
る
ほ
場
に
限
る

　
④
補
助
対
象
と
な
る
資
材
に
つ
い

　
て
は
、
パ
イ
プ
類
お
よ
び
水
こ
う

▼
補
助
基
準
…
ほ
場
面
積
30
㌃
当
た

　
り
パ
イ
プ
の
総
延
長
が
４
０
０
㍍

　
の
範
囲
内
が
目
安

▼
補
助
額
…
消
費
税
を
抜
い
た
資
材

　
費
分

※
補
助
金
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
の

支
払
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
の
予

算
を
上
回
る
場
合
に
は
補
助
金
の
単

価
の
調
整
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

※
工
事
費
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
申
請
方
法
…
農
政
課
備
え
付
け
の

　
書
類
を
提
出

▼
申
請
期
限
…
平
成
23
年
３
月
25
日

　
㈮
必
着

農
業
用
使
用
済
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
の
収
集
に
つ
い

て家
が
一
体
と
な
っ
て
経
費
を
負
担

し
、
農
業
用
使
用
済
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

の
収
集
を
実
施
し
ま
す
。

▼
収
集
対
象
物
…
農
業
用
塩
化
ビ
ニ

　
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
（
農
ビ
）

※
農
ビ
に
は
、
統
一
マ
ー
ク
　
農
ビ

を
ブ
ル
ー
系
で
プ
リ
ン
ト
し
て
あ
り

ま
す
。

※
黒
色
・
シ
ル
バ
ー
・
糸
入
り
は
収

集
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼
日
時
…
収
集
日
　
11
月
25
日
㈭

▼
場
所
…
収
集
場
所
　
茨
城
み
な
み

　
農
協
谷
和
原
低
温
倉
庫

▼
農
家
負
担
金
…
１
戸
当
た
り
　
処

　
理
料
1
０
０
０
円
（
１
ｔ
未
満
）

※
登
録
料
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
無

料
と
致
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
の
際
は
、
印
鑑
と
負
担

金
を
ご
持
参
下
さ
い
。

▼
申
込
期
間
…
11
月
８
日
㈪
～
24
日

　
㈬
ま
で

○

お越しください！
商工会お客様感謝デー

開催のお知らせ
谷和原公民館広場　11/ ６㈯  午前9時～午後３時

商 祭工
　市商工会では日頃のご愛顧に感謝して、総力を

あげて秋のイベント「商工祭」を開催します。

　会場では、各種アトラクションのほか約30の

模擬店が出店するなど楽しい催しがたくさんあり

ますので是非ご来場ください。

　また、会場隣の谷和原保健福祉センターでも「健

康フェスタ」が開催されます。血圧測定、血管年

齢測定、骨密度測定（負担額200円）、健康相談

などを行います。

　日頃の体調管理が健康の秘訣です！どうぞお気

軽にご来場ください。

（大雨のときは翌日に順延）

問 商工祭について
　つくばみらい市商工会　☎58‐1700
健康フェスタについて
　谷和原保健福祉センター　☎25‐2100

「
親
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ
る
運
動
」

「
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
指
導
者
研
修
」

合同講演会
　
青
少
年
を
め
ぐ
る
問
題
が
深
刻
化

し
て
い
る
な
か
、
親
・
大
人
が
自
ら

を
振
り
返
り
、
家
庭
や
学
校
、
さ
ら

に
地
域
全
体
で
、
次
の
世
代
を
担
う

青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
に
開
催

し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

▼
日
　
時

　
11
月
13
日
㈯

　
受
付
開
始
　
午
後
１
時
か
ら

　
開
　
　
演
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

▼
会
　
場

　
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘
世
代

　
ふ
れ
あ
い
の
館

▼
入
場
料
…
無
料

▼
主
　
催

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

　
議
会

・
青
少
年
育
成
つ
く
ば
み
ら
い
市
民

　
会
議

▼
講
　
師
…
国
立
き
ぬ
川
学
院
調
査

　
　
　
　
　
課
長
　
板い
た
が
き垣

　
辰た
つ
ひ
こ彦

▼
内
　
容

　
子
ど
も
た
ち
の
心
の
栄
養
で
あ
る

家
庭
教
育
の
重
要
性
を
、「
育
ち
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
講
演
い
た
し
ま
す
。

　  

青
少
年
つ
く
ば
み
ら
い
市
民
会

議
事
務
局
（
谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習

課
内
）　
☎
58
︲
２
１
１
１
（
内
線

８
２
１
３
）

問

。
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22
年
度
茨
城
県
青
年
大
会

　
22
年
度
茨
城
県
青
年
大
会
が
８
月

に
開
催
さ
れ
、市
体
育
協
会
か
ら
は
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
・
剣
道
部
が

出
場
し
、
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

【
剣
道
の
部
　
女
子
の
部
】

準
優
勝
　
監
督
　
関せ
き
か
わ川

　
淳
じ
ゅ
ん
い
ち一

　
　
　
　
先
鋒
　
石い
し
や
ま山

　
陽よ
う
こ子

　
　
　
　
中
堅
　
平ひ
ら
や
ま山

　
陽よ
う
こ子

　
　
　
　
大
将
　
反そ
り
ま
ち町

　
真ま

ゆ悠

【
剣
道
の
部
　
男
子
】

第
３
位
　
監
督
　
北
き
た
い
ず
み泉

　
克か
つ
よ
し好

　
　
　
　
先
鋒
　
飯い
い
つ
か塚

　
正ま
さ
と人

　
　
　
　
次
鋒
　
飯い
い
つ
か塚

　
明あ
き
ひ
ろ広

　
　
　
　
中
堅
　
中な
か
や
ま山

　
利と
し
ゆ
き幸

　
　
　
　
副
将
　
椎し
い
な名

　
克か
つ
よ
し好

　
　
　
　
大
将
　
飯い
い
つ
か塚

　
仁さ
と
し志

　市長杯バレーボール大会が８月29日、

市総合運動公園体育館で16チームが参

加し開催されました。成績は次のとおり

です。

市長杯バレーボール大会

優勝したＥＮＤＬＥＳＳの皆さん

全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

　
　
　
　
　
　
　
　茨
城
県
予
選
会

　
第
19
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
茨
城
県
予
選
会
が
８
月
28

日
、
石
岡
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
か
ら
参
加
し
た
、
中な
か
む
ら村

祐ゆ
う
じ二

さ
ん
は
、
５
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
に

参
加
し
、
見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。
中
村
さ
ん
は
、
10
月
に
山
梨
県

甲
府
市
で
開
催
さ
れ
る
関
東
大
会

へ
2
年
連
続
の
出
場
が
決
定
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
6
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
に

参
加
し
た
、
渡わ
た
な
べ辺
麻ま

ゆ友
さ
ん
は
、
茨

城
県
代
表
に
選
出
さ
れ
、
10
月
に
宮

城
県
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
る
日
本
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ン
プ
リ

に
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
2
人
の
全
国
を
舞
台
に
し
た
大
会

で
の
健
闘
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。準優勝した中村さん（左）と県

代表に選出された渡辺さん（右）

死
亡
事
故
ナ
シ
・
事
故
ナ
シ

～
街
頭
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～

　
秋
の
交
通
安
全
運
動
（
９
月
21
日

～
30
日
）
の
一
環
と
し
て
、
運
転
手

へ
の
安
全
運
転
啓
発
を
行
う
た
め
、

９
月
17
日
、
板
橋
不
動
院
、
板
橋
小

学
校
前
に
お
い
て
、
街
頭
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、『
せ
ま
い
み
ち
　
ゆ
ず
る

こ
こ
ろ
で
　
ひ
ろ
が
る
　
ど
う
ろ
』

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
地
元

警
察
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

の
皆
さ
ん
約
50
人
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
「
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
で
く

だ
さ
い
」「
速
度
の
出
し
す
ぎ
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
」「
気
を
つ
け
て
い
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」
な
ど
、
思
い
思
い

に
声
を
掛
け
な
が
ら
、
事
故
ナ
シ
に

か
け
た
、
本
市
産
の
梨
や
眠
気
覚
ま

し
ガ
ム
な
ど
を
配
り
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
は
、
一
瞬
の
気
の
緩
み

や
交
通
ル
ー
ル
の
逸
脱
で
起
こ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
交
通
ル
ー

ル
を
正
し
く
守
り
、
注
意
を
も
っ
て

運
転
し
、
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

婚
活
応
援
し
ま
す

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
古
瀬
の
自
然
と
文
化
を
守

る
会
主
催
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
農
コ

ン
ｉ
ｎ
つ
く
ば
み
ら
い
」
が
9
月
４

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
都
会
か
ら

電
車
で
40
分
に
あ
る
緑
豊
か
な
田
舎

で
農
作
業
を
し
、
一
緒
に
汗
を
流
し

な
が
ら
婚
活
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と

企
画
さ
れ
ま
し
た
。イ
ベ
ン
ト
で
は
、

稲
刈
り
や
灯
篭
作
り
、
餅
つ
き
な
ど

が
行
わ
れ
、
稲
刈
り
で
は
、
男
性
が

女
性
を
リ
ー
ド
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部
　
男
子
】

優
　
勝
　
サ
ブ
リ
ナ
フ
ェ
ア
チ
ー
ム

優　勝　ＥＮＤＬＥＳＳ
準優勝　ＺＥＲＯ
第３位　Ｓucceed

　　　　
シルキーズ

「安全運転」を呼びかける片庭市長

稲刈りの様子

つ
く
ば
み
ら
い
市
を
Ｐ
Ｒ

　
市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
公
用
車
に
市
章
に

加
え
、
市
名
を
表
示
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
市
職
員
の
業
務
活
動
が
市
民

の
皆
さ
ん
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
な
る
と

と
も
に
、
市
内
に
限
ら
ず
県
内
全
域
で
の

当
市
の
ア
ピ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

市内の出来事
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み
ら
い
平
地
区
人
口

　
　
　

　
　
　
　５
０
０
０
人
突
破

　
み
ら
い
平
地
区
の
住
民
登
録
人
口

が
7
月
29
日
に
5
０
０
０
人
を
突
破

し
、
9
月
13
日
に
、
み
ら
い
平
地
区

人
口
5
０
０
０
人
突
破
記
念
品
贈
呈

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
5
０
０
０
人
目
と
な
っ
た
の
は
、

７
月
21
日
に
生
ま
れ
た
石い
し
は
た畠

初し
ょ
か夏

ち
ゃ
ん
（
出
生
届
７
月
29
日
）。
初

夏
ち
ゃ
ん
は
、
父
親
の
明あ
き
ひ
ろ裕
さ
ん
と

母
親
の
尚な
お
こ子
さ
ん
と
と
も
に
贈
呈
式

に
出
席
、
片
庭
市
長
よ
り
認
定
証
の

ほ
か
、
市
特
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
巨

峰
な
ど
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
商
工

会
か
ら
も
特
産
品
推
奨
認
定
商
品
8

種
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
明
裕
さ
ん
は
「
み
ら
い

初夏ちゃん（中央）とご両親

明
る
い
あ
い
さ
つ
で

　
　
　
　お
迎
え
し
ま
す
！

　
市
で
は
全
職
員
を
対
象
に
、
８
月

10
日
、
25
日
、
26
日
の
3
日
間
に
わ

た
り
接
遇
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
研
修
に
あ
た
り
片
庭
市
長
か
ら
は

「
市
役
所
は
、
市
内
最
大
の
サ
ー
ビ

ス
機
関
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
市

民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
親
し
み
や
す
く

利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
努
め
る
よ

う
に
」
と
話
が
あ
り
、
受
講
し
た
職

員
は
、
基
本
と
な
る
あ
い
さ
つ
や
電

話
応
対
、
実
際
に
色
々
な
場
面
を
想

接遇研修の様子

平
地
区
は
、
道
路
や
区
画
が
き
れ
い

で
、
今
後
の
発
展
に
期
待
が
持
て
る

た
め
、
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
人
口
が
増
え
、
に
ぎ
や
か
な
街

に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
片
庭
市
長
は
「
子
ど
も
た

ち
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
、
終
始
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
で
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

定
し
た
応
対
の
仕
方
な
ど
、
実
践
的

な
内
容
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

多くの皆さんから善意の寄附をいただきました
　
市
商
工
会
が
、
本
市
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
レ

デ
ィ
ー
ス
・
サ
ロ
ン
パ
ス
カ
ッ
プ
で
開
設
さ
れ
た
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
プ
ラ
ザ
商
工
会
ブ
ー
ス
の
売
上
金
の
一

部
を
寄
附
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
齋さ
い
と
う藤
登
の
ぼ
る

商
工
会
会
長
か
ら
「
地
域
の
魅
力
を
い

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
片
庭
市
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
絹
地
区
に
あ
る
不ふ

じ

せ

い

ゆ

二
製
油
株
式
会
社
つ
く
ば
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
が
、
設
立
20
周
年
事
業
の
一
環
と

し
て
、
地
域
へ
の
社
会
貢
献
を
目
的
に
、
市
に
樹
木

を
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
寄
贈
い
た
だ
い
た
樹
木
は
、
平
成
24
年
度
完
成
予

定
の
み
ら
い
平
地
区
公
園
（
仮
称
）
の
シ
ン
ボ
ル
ツ

リ
ー
と
し
て
植
樹
さ
れ
ま
す
。

　
理
美
容
室
「
プ
レ
ミ
ア
ム
ヘ
ア
ー
・
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ッ

ト
（
古
川
）」
代
表
の
中な
か
じ
ま島

督ま
さ
ひ
と人

さ
ん
と
従
業
員
の
皆

さ
ん
が
、
み
ら
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
（
市
商
工
会
青

年
部
主
催
）
に
出
店
し
た
際
の
売
上
金
を
、
市
に
対
し

て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
と
し
て
寄
附
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
中
島
さ
ん
か
ら
は
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
片
庭
市
長

に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
理
美
容
室
か
ら
は
、
毎
年
み
ら
い
フ
ェ
ス
タ
で

の
売
上
金
を
ご
寄
附
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

福
岡
花
輪
地
区
お
た
の
し
み
会

　
福
岡
花
輪
地
区
の
70
代
か
ら
90
代
の
皆
さ
ん
12
人

で
つ
く
る
「
お
た
の
し
み
会
」
よ
り
、「
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
片
庭
市
長
に
目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
た
の
し
み
会
の
皆
さ
ん
は
、
毎
月
集
ま
る
ご
と

に
、
小
銭
を
持
ち
寄
り
、
何
か
の
役
に
立
て
れ
ば
と

募
金
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
心
の
こ

も
っ
た
募
金
は
長
年
に
渡
り
続
け
ら
れ
、こ
の
ほ
ど
、

10
年
目
の
節
目
に
募
金
箱
を
開
封
し
、
ご
寄
附
い
た

だ
き
ま
し
た
。

齋藤会長から目録を寄贈される
片庭市長

小
こばやし

林誠
まこと

センター長から目録を寄贈
される片庭市長

中島さん（中央）と従業員の皆さん
から目録を寄贈される片庭市長

つくばみらいＮｅｗｓ！
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ど
す
こ
い
！
ク
ッ
キ
ン
グ
！

　
　
　
　

参
加
者
募
集

▼
時
給
＝
１
０
９
０
円

▼
申
込
期
限
＝
11
月
12
日
㈮
午
後
５

　

時
必
着

　
　

   

健
康
増
進
課
（
谷
和
原
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
☎ 

25
︲

２
１
０
０ 

◇
募
集
職
種
《
精
神
保
健
福
祉
士
》

▼
勤
務
内
容
＝
精
神
保
健
福
祉
に
関

　

す
る
相
談
指
導
な
ど
の
業
務

▼
募
集
人
員
＝
１
人

▼
受
験
資
格
＝
精
神
保
健
福
祉
士
資

　

格
を
有
し
、
満
50
歳
以
下
の
方

▼
勤
務
日
＝
週
５
日
以
内
（
市
役
所

　

閉
庁
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
）

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
５
時
15
分

▼
勤
務
場
所
＝
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
雇
用
期
間
＝
12
月
１
日
～
平
成
23

　

年
３
月
31
日

◇
パ
パ
と
い
っ
し
ょ
に
ク
ッ
キ
ン
グ

（
小
学
生
と
父
親
）

　

お
相
撲
さ
ん
に
教
わ
っ
て
、
親
子

で
一
緒
に
「
ち
ゃ
ん
こ
鍋
」
を
作
り

ま
す
。
ふ
だ
ん
、
お
子
さ
ん
と
な
か

な
か
話
す
時
間
が
取
れ
な
い
、
と
い

う
お
父
さ
ん
に
も
良
い
ふ
れ
あ
い
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
小
学
生
と

　

そ
の
父
親
（
男
性
の
保
護
者
）

▼
日
時
＝
12
月
18
日
㈯  

午
前
10
時

　

午
後
２
時
（
受
け
付
け
…
午
前
9

　

時
～
）

▼
会
場
＝
谷
和
原
公
民
館

▼
メ
ニ
ュ
ー
＝
立た
つ
な
み浪
部
屋
特
製
鶏と
り

の

　

つ
く
ね
入
り
ち
ゃ
ん
こ
鍋

▼
費
用
＝
８
０
０
円
／
人

▼
定
員
＝
12
組
（
応
募
多
数
の
場
合

　

は
抽
選
）
※
小
学
生
は
、
１
組
２

　

人
ま
で
と
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間
＝
11
月
１
日
㈪
～
8
日
㈪

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
、日
、

　

祝
日
を
除
く
）

▼
申
し
込
み
方
法
＝
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
う
え
、
伊
奈
庁
舎

募

集

し

ま

す

情
報

お 知らせ
Information－ －

申 ･･･ 申し込み先 ･･･ 問い合わせ先問

  

市
嘱
託
職
員
募
集

問
申

 　

健
康
な
体
は
食
事
か
ら

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

調
理
実
習
を
し
な
が
ら
健
康
食
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
、「
魚
を
お
ろ
し
て
み
ま
し
ょ

う
」
で
す
。
ア
ジ
を
三
枚
に
下
ろ
し

て
ム
ニ
エ
ル
に
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
30
日
㈫　

午
前
10
時

　

～
午
後
１
時

▼
会
場
＝
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
メ
ニ
ュ
ー
＝
・
黒
豆
ご
は
ん
／
・

　

ア
ジ
の
カ
レ
ー
ム
ニ
エ
ル
／
・
野

　

菜
た
っ
ぷ
り
そ
ば
だ
ん
ご
汁

▼
費
用
＝
２
０
０
円

▼
定
員
＝
20
人
（
申
込
多
数
の
場
合

　

は
抽
選
）

▼
申
込
期
限
＝
11
月
10
日
㈬

　
 　

  

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

事
務
局
（
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
25
︲
２
１
０
０

問
申

　
市
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

◇
募
集
職
種
《
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

指
導
員
》

▼
勤
務
内
容
＝
留
守
家
庭
の
小
学
校

　

低
学
年
を
対
象
と
し
た
遊
び
を
中

　

心
と
す
る
保
育
活
動

▼
募
集
人
員
＝
１
人

▼
受
験
資
格
＝
満
60
歳
以
下
（
平
成

　

22
年
４
月
１
日
現
在
）
の
方
で
、

　

普
通
運
転
免
許
を
所
持
の
方

▼
勤
務
日
＝
毎
週
月
～
土
曜
日

　

た
だ
し
、
次
の
日
は
休
業
と
な
り

　

ま
す
。

　

①
国
民
の
祝
日
、
②
夏
期
休
業
日

（
８
月
13
日
か
ら
16
日
ま
で
）、
③

　

年
末
年
始
（
12
月
29
日
か
ら
１
月

　

３
日
ま
で
）

▼
勤
務
時
間
＝
①
平
日
…
放
課
後
～

　

午
後
７
時
頃
、
②
学
校
が
休
業
と

　

な
る
日
…
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

　

後
７
時
頃

※
交
代
勤
務
（
週
19
時
間
以
内
）

▼
勤
務
場
所
＝
市
内
各
児
童
ク
ラ
ブ

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
23
年
１
月
１
日

　

～
３
月
31
日
（
更
新
あ
り
）

▼
時
給
＝
８
４
０
円
（
保
育
士
・
教

　

員
免
許
所
持
者
９
３
０
円
）

▼
申
込
期
間
＝
11
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

　
　
　

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課　

☎ 

58
︲
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
２
）

　
　
　
　
【
共
通
事
項
】

▼
申
込
先
＝
担
当
課
に
電
話
連
絡
の

　

う
え
、
履
歴
書
（
さ
ら
に
精
神
保

　

健
福
祉
士
に
つ
い
て
は
、
資
格
証

　

の
写
し
）
を
提
出
（
郵
送
可
）

▼
面
接
試
験
＝
申
し
込
み
受
け
付
け

　

終
了
後
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

※
通
勤
手
当
別
途
支
給

問
申

　

秘
書
広
聴
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ

　

い
。
郵
送
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の

　

申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。（
郵

　

送
は
11
月
8
日
㈪
必
着
）

　

※
申
込
書
は
、
伊
奈
庁
舎
秘
書
広

　

聴
課
（
２
階
）
に
あ
り
ま
す
。
ま

　

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
主
催
＝
市
・
県
教
育
委
員
会
・
㈶

　

県
教
育
財
団
・
県
女
性
プ
ラ
ザ

▼
協
力
＝
立た
つ
な
み浪
部
屋

　
　
　

伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課　

☎

58
︲
２
１
１
１
（
内
線
１
２
０
１
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
58
︲
５
６
１
１

問
申

１１月１３日は「県民の日」です。　県の花：バラ　　県の木：ウメ　　県の鳥：ヒバリ　　県の魚：ヒラメ

　

～
午
後
３
時 

▼
場
所
＝
筑
波
銀
行
・
伊
奈
板
橋
支
店

　

 

筑
波
銀
行
・
伊
奈
板
橋
支
店　

☎
57 

︲
０
１
０
０

   

お
や
こ
の
食
育
教
室

   

参
加
者
募
集
！

   

１
日
３
回
の
食
事
を
き
ち
ん
と
食
べ

て
い
ま
す
か
。
子
ど
も
の
健
や
か
な
心

と
か
ら
だ
を
育
む
に
は
、
よ
い
食
習
慣

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

   

食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
と
一
緒

に
料
理
を
作
る
楽
し
さ
を
通
じ
て
、

「
食
育
」
に
つ
い
て
親
子
で
体
験
し

て
み
ま
し
ょ
う
！

▼
日
時
＝
11
月
27
日
㈯　

午
前
10
時

　

～
午
後
２
時

▼
会
場
＝
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
５
歳
～
小
学
生
ま
で
の
子

　

ど
も
と
そ
の
保
護
者
（
対
象
外
の

　

お
子
さ
ん
を
お
連
れ
に
な
る
場
合

　

は
、
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

▼
メ
ニ
ュ
ー
＝
・
黒
豆
ご
は
ん
／
・

　

マ
ヨ
風
味
の
お
さ
か
な
ホ
イ
ル
焼 

　

き
／
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
だ
ん
ご

　

汁
／
・
パ
ン
プ
キ
ン
マ
リ
ネ

▼
費
用
＝
２
０
０
円
／
人

▼
定
員
＝
20
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限
＝
11
月
12
日
㈮

　
　
　

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

事
務
局
（
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
25
︲
２
１
０
０

　

常
陽
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
、
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
年
金

請
求
手
続
き
の
代
行
を
し
て
く
れ
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
予
約
電
話　

☎
58
︲
５
５
５
２

▼
日
時
＝
11
月
15
日
㈪   

午
前
10
時

　

～
午
後
３
時 

▼
場
所
＝
常
陽
銀
行
伊
奈
支
店

　

 

常
陽
銀
行
年
金
セ
ン
タ
ー　

☎

０
２
９ 

︲
３
０
０
︲
２
８
４
４

▼
会
場
＝
常
総
運
動
公
園
テ
ニ
ス

　

コ
ー
ト
（
守
谷
市
）

▼
試
合
形
式
＝
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
ト
ー

　

ナ
メ
ン
ト
方
式

▼
参
加
費
＝
１
人
１
０
０
０
円
（
当

　

日
、
受
付
時
に
集
金
）

▼
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者

▼
申
込
期
限
＝
10
月
28
日
㈭

　
　
　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室　

☎
58

︲
４
０
０
５

谷
和
原
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

http://it

︲link.hp.infoseek.co.jp/

　

茨
城
県
で
は
、
都
市
の
将
来
像
を

示
す
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
案
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
法
の

規
定
に
基
づ
き
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
案
に
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧

期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
11
月
18
日
㈭
～
12
月

　

２
日
㈭
※
閉
庁
日
除
く

▼
提
出
方
法
＝
縦
覧
期
間
中
に
、
意

　

見
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出

※
郵
送
の
場
合
は
12
月
２
日
㈭
必
着

▼
提
出
先
＝
茨
城
県
知
事　

橋
本
昌

　
（
〒
３
１
０
‐
８
５
５
５　

水
戸

　

市
笠
原
町
９
７
８
‐
６　

茨
城
県

　

土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
扱
い
） 

　

あ
て

問
ご
利
用
く
だ
さ
い

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

　

11
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
11
月
10
日
㈬
～
12
日
㈮ 

※
定
例
総
会
は
、
11
月
25
日
㈭
の
予

　

定
で
す
。

　

  

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

務
局　

☎
58
︲
２
１
１
１
（
内
線

８
１
２
０
～
２
）

お
知
ら
せ
し
ま
す

農
業
委
員
会
各
種
申
請

常
陽
年
金
相
談

問

問
申市

長
杯
硬
式

　
　
　

テ
ニ
ス
大
会

▼
主
催
＝
谷
和
原
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

▼
日
時
＝
10 

月
31
日
㈰　

午
前
８
時

　

30
分
～
午
後
４
時
（
予
備
日
、
11

　

月
７
日
㈰
）

　

市
タ
ー
ゲ
ッ
ト

  　

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
日
時
＝
11
月
20
日
㈯　

午
前
９
時

　

30
分
集
合
（
予
備
日
、
27
日
㈯
）

▼
会
場
＝
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘

▼
定
員
＝
40
人
（
申
し
込
み
多
数
の   

　

場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
期
限
＝
11
月
９
日
㈫

　
　
　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室　

☎
58

︲
４
０
０
５

問
申

都
市
計
画
案
の
縦
覧

�映画　『桜 田 門 外 ノ 変』　 好評公開中�

問
申

　
　

自
衛
官
募
集

▼
試
験
種
目
＝
陸
上
自
衛
隊
高
等
工

　

科
学
校
生
徒

▼
受
験
資
格
＝
15
歳
以
上
17
歳
未
満

　

の
男
子（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）

▼
受
付
期
間
＝
11
月
１
日
㈪
～
平
成

　

23
年
１
月
７
日
㈮
必
着

▼ 

試
験
日
＝
第
１
次
試
験
…
平
成
23

年
１
月
22
日
㈯
、
第
2
次
試
験
…

平
成
23
年
2
月
5
日
㈯
～
８
日
㈫

ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

　

 

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
・

龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所
（
龍
ヶ
崎
市
寺

後
３
６
２
９
︲
５
）
☎
０
２
９
７
︲

64
︲
３
３
５
１

問
　

筑
波
銀
行
で
は
、
年
金
に
関
す
る

無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
年
金
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
、
親
切
丁
寧
に
疑
問

や
質
問
に
お
応
え
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
予
約
電
話　

☎
57
︲
０
１
０
０

▼
日
時
＝
11
月
12
日
㈮   

午
前
10
時

問

筑
波
銀
行
年
金
相
談

～
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図
書
館
だ
よ
り

図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

　図書館休館日
　　 11月 １日㈪  ３日㈬

　　 　     ８日㈪  15日㈪  
　　         22日㈪  23日㈫ 
  　　　　29日㈪  
　特別整理休館日
　（本館のみ）
　11月26日㈮～ 12月3日㈮

    読み聞かせ会（虹の会）
        11月13日㈯
        午後２時
        ３歳ぐらいから

　 おはなし会
       11月20 日㈯
        午後２時
        ３歳～ 7歳くらい
      開館時間
　    午前10時～午後６時

      図書館へのお問い合わせ

　   ☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

場所…１階、２階会議室

◆ ◆ ◆　今月のおすすめ本　◆ ◆ ◆

『ゆらゆらばしのうえで』

　きむら　ゆういち／文
     はた　こうしろう／作
   　　　     福音館書店

　
手
植
に
あ
っ
て
、
田
植
機
の
移
植
に
は
な
い
も
の
は
何
だ
ろ
う
？

と
か
。
農
業
の
「
自
給
」
と
は
、
仕
事
の
自
給
、
自
然
の
自
給
、
食

の
自
給
、
文
化
の
自
給
、
ま
な
ざ
し
や
情
愛
の
自
給
、
風
景
の
自
休

と
一
体
に
な
っ
て
い
る
、
と
か
。「
農
を
見
る
目
の
豊
か
さ
に
『
目
か

ら
鱗
う
ろ
こ
』
の
思
い
を
す
る
本
。

本
を
活
か
す

子
が
灯
火
に
親
し
む

そ
の
こ
と
を
喜
ぶ
親

そ
ん
な
昔
が
あ
っ
た

今
だ
っ
て

あ
ち
こ
ち
で

そ
ん
な
こ
と
が

あ
る
に
違
い
な
い

　市立図書館（本館）は、蔵書点検のため、次の期間が休館となります。

　●休      館      期      間　：11月26日㈮～ 12月３日㈮
　●貸  出  変  更  期 間　：11月13日㈯～ 12月28日㈫
　●貸出冊数および期間：10冊、３週間　

　　特 別 整 理 休 館 の お 知 ら せ　　

『農は過去と未来をつなぐ』
　　　

　　　
宇

う ね

根　豊
ゆたか

／著

　　　　
岩波書店

　
う
さ
ぎ
が
き
つ
ね
に
追
わ
れ
て
、
こ
わ
れ
て
丸
太
だ
け
に
な
っ
た

橋
の
上
に
逃
げ
て
き
た
。
き
つ
ね
も
橋
に
と
び
の
っ
た
。
丸
太
は
土

手
か
ら
外
れ
、
シ
ー
ソ
ー
の
よ
う
に
な
っ
た
。
二
ひ
き
は
下
手
に
動

け
な
く
な
っ
た
。
絵
も
よ
く
語
っ
て
く
れ
、
楽
し
め
る
。
終
わ
り
に

き
つ
ね
の
言
っ
た
ひ
と
こ
と
が
い
い
。

Vol. ６

　　■◇■◇　特別整理期間とは…　◇■◇■

　蔵書資料を点検して、不明になっている資料や長期間返却されない資料などの確認を行

います。また、資料の並べ方や表示の仕方の変更・更新など、開館中にはできないさまざ

まな作業を実施し、市民の皆さんが利用しやすい環境づくりを推進していきます。

　しばらくの間ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

　特別整理期間後、年末年始の休館日もありますので、上記のように変更致します。

視聴覚資料は通常どおり2点までです（通常の貸出冊数は５冊まで・貸出期間２

週間）。

※小絹分館は通常どおり開館していますが、本館および他館からの本の

　予約・取り寄せはできません。
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労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を
！

 

　「
労
働
力
調
査
」
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
統
計
調
査
で
、
我
が
国
の

就
業
状
況
調
査
で
す
。

　
就
業
者
数
、
完
全
失
業
者
数
、
完

全
失
業
率
な
ど
の
動
向
が
明
ら
か
に

さ
れ
、
経
済
対
策
や
雇
用
失
業
対
策

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
個
人
情
報
を
他
に
漏
ら
す
こ
と
や

目
的
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
世
帯
に
迷
惑
が
か

か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
茨
城
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協

　
員
を
超
え
た
場
合
抽
選
、
最
小
催

　
行
人
員
10
人
）

▼
資
格
＝
常
総
広
域
圏
内
在
住
・
在
勤
者

▼
受 

講 

料
＝
１
０
０
０
円

▼
持
参
す
る
も
の
＝
筆
記
用
具
、
昼
食

▼
申
し
込
み
方
法
＝
往
復
は
が
き
に

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

　
を
明
記
の
上
、
常
総
広
域
視
聴
覚

　
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
務
局
へ
郵
送

▼
申
込
期
限
＝
11
月
８
日
㈪
（
当
日

　
消
印
有
効
）

　
　   

常
総
広
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ 

ラ
リ
ー
「
ビ
デ
オ
編
集
講
座
パ
ソ
コ

ン
編
集
編
」
事
務
局
（
〒
３
０
２ 

︲   

０
１
１
７
　
守
谷
市
野
木
崎

２
５
２
２
番
地
）
☎
48
︲
２
３
３
９

い
ま
す
。 

▼
公
開
内
容

◎
来
校
者
受
け
付
け
…
午
前
9
時

　
15
分
～

◎
授
業
公
開
（
各
教
室
）・
学
校
説

　
明
会
（
視
聴
覚
室
）
…
午
前
9

　
時
45
分
～
10
時
35
分

◎
授
業
公
開
（
各
教
室
）
…
午
前

　
10
時
45
分
～
11
時
35
分

◎
「
道
徳
」
講
演
会
…
午
前
11
時
50

　
分
～

講
師
…
大お

お
や
ま山

　
泰や

す
ひ
ろ弘

　
氏
（
日
本
理

　
　
　
化
学
工
業(

株)

会
長
）

演
題
…
「
知
的
障
が
い
者
と
歩
む
ノ
ー

　
　
　
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
道
」

　  

茨
城
県
立
伊
奈
高
等
学
校
　
☎
58

︲
６
１
７
５

　
11
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
末

ま
で
谷
和
原
武
道
館
改
修
工
事
の
た

め
、
工
事
期
間
中
は
施
設
の
利
用
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
利
用
者
の
方
に
は
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　 

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
　
☎
58
︲

４
０
０
５

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
文
化
協
会
舞
踊

部
加
盟
団
体
の
『
名
取
り
以
上
の
資

格
者
』
に
よ
る
発
表
会
で
す
。

▼
日
時
＝
11
月
28
日
（
日
）

▼
会
場
＝
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の

　
丘
世
代
ふ
れ
あ
い
の
館

▼
開
演
＝
午
前
10
時
（
開
場
…
午
前

　
９
時
）

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
主
催
＝
市
文
化
協
会
舞
踊
部

　 

市
文
化
協
会
舞
踊
部
　
部
長
堤
つ
つ
み

☎
58
︲
８
５
３
４

谷
和
原
武
道
館
改
修
工
事

問

き
ら
く
や
ま
ス
ペ
シ
ャ
ル
２
０
１
０

舞
の
祭
典

　チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー

  

伊
奈
高
校
学
校
公
開 

　
茨
城
県
立
伊
奈
高
等
学
校
で
は
、

茨
城
教
育
月
間
の
一
環
と
し
て
、
多

く
の
方
々
に
「
あ
り
の
ま
ま
の
伊
奈

高
校
の
姿
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
、
施
設
や
実
際
の
授
業
、
部
活
動

の
様
子
、
学
校
概
要
説
明
な
ど
を
行

う
学
校
公
開
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
道
徳
」
教
育
の
一
環
と
し

て
、
先
進
的
な
障
が
い
者
雇
用
を
続

け
る
日
本
理
化
学
工
業
㈱
の
大
山
会

長
を
講
師
に
招
き
、
講
演
会
を
行
い

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
校
を
、

生
徒
、
教
員
と
も
ど
も
お
待
ち
し
て

問

問
申

   

常
総
広
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

お
よ
び
常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
教
育
委
員
会
で
は
、
ビ
デ
オ

編
集
講
座
「
パ
ソ
コ
ン
編
集
」
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
①
11
月
21
日
㈰
　
午
前
10

　
時
～
午
後
4
時
、
②
11
月
28
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

▼
会
場
＝
常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏

　
事
務
組
合
・
管
理
事
務
所
２
階

▼
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
、
画

　
像
や
タ
イ
ト
ル
・
音
声
の
ビ
デ
オ

　
編
集
を
体
験
（
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を

　
あ
る
程
度
扱
え
る
方
対
象
）

▼
定
員
＝
①
②
そ
れ
ぞ
れ
15
人
（
定

第
６
回
伊
奈
亭
落
語
会

　
三
遊
亭
円
楽
一
門
の
真
打
ち
を
招

い
て
、
第
６
回
伊
奈
亭
落
語
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
小
さ
な
落
語
会
な
ら
で
は
の
臨
場

感
あ
ふ
れ
る
、
下
町
風
情
を
味
わ
う

落
語
会
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
出
演

　
前
　
座
　
一
い
ち
り
ゅ
う
さ
い

龍
斉
貞て
い
や弥（
講
釈
師
）

　
ゲ
ス
ト
　
立た
て
か
わ
だ
ん
し
ゅ
う

川
談
修
（
落
語
家
）

　
落
語
家

　三さ
ん
ゆ
う
て
い
え
ん
ざ
え
も
ん

遊
亭
円
佐
衛
門

▼
日
時
＝
11
月
14
日
㈰  

午
後
２
時
～

▼
会
場
＝
河
辺
宅
（
神
生
１
１
１
）

▼
料
金
＝
２
０
０
０
円
（
小
中
高
生

　
１
０
０
０
円
）

▼
申
し
込
み
人
員
＝
広
報
紙
を
ご
覧

　
に
な
っ
た
方
先
着
10
人

　
　
　
河か
わ
べ辺

☎
58
︲
７
６
０
８

問
申

平成22年度　 

　
ビ
デ
オ
編
集
講
座

　｢

パ
ソ
コ
ン
編
集
編
」

▼
縦
覧
場
所
＝
茨
城
県
土
木
部
都
市

　
局
都
市
計
画
課
、
ま
た
は
市
谷
和

　
原
庁
舎
都
市
計
画
課

　 
●
茨
城
県
土
木
部
都
市
局
都

市
計
画
課
　
☎
０
２
９
︲
３
０
１

︲
４
５
９
２ 
●
谷
和
原
庁
舎
都
市

計
画
課
　
☎
58
︲
２
１
１
１
（
内
線

８
１
６
１
）

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
地
域
＝
小
絹
の
一
部
※
２
年
目

▼
期
間
＝
12
月
～
平
成
23
年
３
月
末

　
　
茨
城
県
企
画
部
統
計
課    

☎

０
２
９
︲
３
０
１
︲
２
６
４
９

問

問問

ご
家
庭
の
古
い
電
話
帳

回
収
し
ま
す 

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
地
域
環
境

保
護
・
資
源
の
有
効
利
用
の
た
め
、

古
い
電
話
帳
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
電
話
帳
を
各
ご
家
庭
に
11

月
中
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
そ
の

際
に
、
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
へ
お

渡
し
く
だ
さ
い
。
不
在
な
ど
の
た
め

古
い
電
話
帳
を
回
収
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
あ
ら
た
め
て
回
収
に
伺
い

ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　  

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
　

☎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
︲

５
０
６
︲
３
０
９

問

～道路の陥没、段差、路肩の崩れなどを見つけた時は、市建設課（☎58－2111内線8181 ～ 6）までご連絡ください～

有料広告掲載募集中!!
「広報つくばみらい」に広告を出して、お店や会社を
ＰＲしませんか！
　お問い合わせは、伊奈庁舎秘書広聴課へ

　☎58-2111（内線1201～ 1203）

つくばみらい広
報
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● バランスのとれた栄養をとる
　 いろどり豊かな食卓にしましょう
● 毎日変化のある食生活を
　 ワンパターンな食生活になっていませんか？
● 食べ過ぎを避け、脂肪は控えめに
　 おいしい物も腹八分目に
● お酒はほどほどに
　 飲みすぎに注意
● たばこは吸わない
　 禁煙でがん予防
● 運動を定期的に
　 適度に体を動かす習慣を
● 食べ物から適量のビタミンと繊維質のものを多くとる
　 緑黄色野菜を食べましょう
● 塩辛いものは控えめに、熱いものは冷ましてから
　 胃や食道をいたわって
● こげた部分は避ける
　 発ガンのリスクがあります
● カビの生えたものに注意
　 食べる前にチェックしましょう
● 日光に当たり過ぎない
　  紫外線に注意
● 体を清潔に保つ
　  いつも清潔に保つよう心がけましょう

項目・対象年齢  方法 内容

大腸がん検診
（18歳以上）

便潜血反応検査 便の中の血液を探り、大腸内の出血の有無を検査します。

肺がん検診
（40歳以上）

胸部間接エックス線撮影 肺全体をエックス線で撮影します。

前立腺がん検診
（50歳以上男性）

PSA（前立腺特異抗原）検査 血液検査をし、血液内に含まれるPSAの量を調べます。

年に一度はがん検診を受けましょう

保 健 だ よ り

がんを防ぐための12 ヶ条

がんの予防には生活習慣の見直しと、定期的ながん検診が有効です。
市ではがん検診として、10月・11月にみらい健診②を実施しています。
市で実施しているがん検診は、被保険者証（健康保険証）の種類に関係なく、受診できます。
日程など詳しくは「平成22年度健康管理予定表」をご覧ください。

※本年度すでに、みらい健診①を受診された方や職場などの健診を受診された方は対象外となります。
※がん検診は、自覚症状のない方が対象です。自覚症状のある方は、直接医療機関を受診してください。

生
活
習
慣
を
見
直
し
て

が 

ん 

予
防
！

　　

が
ん
の
原
因
に
生
活
習
慣
が
関
係
し
て
い
る
こ

と
を
ご
存
知
で
す
か
？
毎
日
の
生
活
習
慣
を
改
善

す
る
こ
と
は
、
が
ん
予
防
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

で
き
る
だ
け
、
が
ん
の
原
因
を
な
く
し
て
い
け
る

よ
う
、
今
日
か
ら
「
が
ん
」
に
な
り
に
く
い
生
活

を
送
り
ま
し
ょ
う
！

◇みらい健診②で実施しているがん検診◇

24－広報つくばみらい10月号（No.55）－

●
定
員
＝
各
日
20
人
（
予
約
制
・
定

　
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
申
し
込
み
方
法
＝
電
話
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
、

　
本
人
、
家
族
の
み
で
す
。（
都
合
に

　
よ
り
、
休
講
ま
た
は
変
更
す
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
）

《
申
込
期
間
》
10
月
25
日
㈪
か
ら
受

　
け
付
け
ま
す
。
月
～
金
（
土
、日
、

　
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～

　
午
後
５
時
15
分

　 

健
康
増
進
課   

☎
25
‐
２
１
０
０

健
康
増
進
室
の
利
用
に
つ
い
て

●
場
　
所
…
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
火
～
土
…
午
前
９
時
～
午
後
８
時
30
分

●
日
曜
日
…
午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時
30
分
　（
月
曜
日
休
室
）

●
料
　
金
…
１
回
あ
た
り
１
０
０
円
（
免
除
制
度
あ
り
）

※
初
め
て
健
康
増
進
室
を
利
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
「
健
康
増
進
室
利
用

講
習
会

　」
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

保 健 だ よ り

■日　時＝11月11日㈭・12月９日㈭の２日間

　　　　　　午前９時30分～午後２時30分

■会　場＝谷和原保健福祉センター

■費　用＝400 円／人

■対象者＝市内在住で高血圧症予防に関心があり、

　　　　　２日間とも参加できる方

■定　員＝30人（先着順）

■申込期限＝11月５日㈮

■申し込み・問い合わせ先＝市食生活改善推進協議会事務局

（谷和原保健福祉センター内）☎25－２１００

【11月スケジュール】

※１

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
健
康
増
進
室

講習・教室 期  日 開始時間 使用料

健康増進室
利用講習会

（１時間30分程度）

 2 日㈫ 午前９時

無料
10日㈬ 午後６時30分
14日㈰ 午後１時
20日㈯ 午後１時

ミ

　ニ

　教

　室

肩こり・
腰痛体操

（40分程度）

 ３日㈬

午前11時 100円
10日㈬
17日㈬
24日㈬

チューブ運動

（30分程度）

 ４日㈭
午前11時

100円
11日㈭
18日㈭ 午後１時
25日㈭ 午前11時

　 バランス

　   ボール

（１時間程度）

 ５日㈮

午前11時 100円
12日㈮
19日㈮
26日㈮

※２

申

※
１  

健
康
増
進
室
利
用
講
習
会

●
対
象
者
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

　
学
者
で
16
歳
以
上
の
方

●
定
員
＝
各
日
８
人
（
予
約
制
）

●
申
し
込
み
方
法
＝
健
康
増
進
課

（
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
ま
で
、
電
話
ま
た
は
窓
口
で
直
接

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込

　
み
は
、
本
人
、
家
族
の
み
で
す
。

※
２ 

ミ
ニ
教
室

●
対
象
者
＝
健
康
増
進
室
利
用
講
習

　
会
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方

◎ミニ教室※２の使用料には、健康増進室使用料を含みます。

○子どもの健診・教室など
事業名 期　日 時　間 対　象

３～４カ月児健診 17日㈬ 午後１時～２時 平成22年８月生
１歳６カ月児健診 ８日㈪ 午後１時～２時 平成21年４月生
２歳児歯科健診 10日㈬ 午後１時～２時 平成20年10月生
３歳児健診 ４日㈭ 午後１時～２時 平成19年９月生
パパママ教室（予約制） 13日㈯ 午前９時～正午 ご夫婦で参加できる方

離乳食教室(前半) ５日㈮
※予約制

午後１時～２時 ５カ月～８カ月児向け
離乳食教室(後半) 午後２時30分～３時30分 ９カ月～ 12カ月児向け
ひよこ広場（ピヨピヨ組）※

19日㈮ 午前10時～ 11時30分
1カ月～ 8カ月児と保護者

ひよこ広場（コッコ組） 9カ月～ 12カ月児と保護者
ポリオ予防接種 24日㈬ 午後１時～２時 ３カ月～ 90カ月未満

会場：谷和原保健福祉センター

※ピヨピヨ組は、谷和原公民館が会場です。

○相　談

○献　血
◆皆さんのご協力をお願いします◆

期　日 時　間 会　　場

30日㈫
午前 9 時30分～正午 谷和原庁舎

午後１時30分～４時 とりせんみらい平店

　高血圧症は、それ自体自覚症状が少なく、軽い病気
と考えがちですが、実はさまざまな病気を引き起こす
誘因となっています。
　この教室では、高血圧症予防について講義だけでな
く、調理実習や運動を交えながら学ぶことができます。

高血圧症予防教室  

保健カレンダー (11月）

※�健診などの詳しい内容は、「健康管理予定表」をご覧
ください。

食生活改善推進員による  

日　　時 会　　場
移　    動
健康相談

（予約不要）

10日㈬
午前９時30分～11時30分

谷和原公民館
福岡分館

こころの
健康相談
（予約制）

10日㈬
午後１時30分～３時30分

谷和原保健福祉
センター
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・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

プ
レ
ミ
ア
ム
ヘ
ア
ー
・ 

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ッ
ト 

様 

６
万
８
１
８
６
円

福
岡
花
輪
地
区
お
た
の
し
み
会 

様                    

７
０
０
０
円

・
地
域
の
魅
力
を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業

つ
く
ば
み
ら
い
市
商
工
会 

様
　
　
　
　
　  

６
万
２
３
２
１
円

　

～水道工事は市指定給水装置工事事業者へ～　

水道工事（新設・改造・修繕など）は、市の指定を受けた給水装置工事事業者でな

ければ行うことができませんので、工事の際は指定を受けた事業者に依頼してください。

　市内の指定給水装置工事事業者は下記のとおりです。また、市外の事業者を知りた
い場合は別途お問い合せください。
　なお、市ホームページにも一覧が掲載されています。
（トップページ→上下水道→水道の漏水と修理について→市指定給水装置工事事業者）
　　　　　　　　　　　　　                                     

 水道課　 　52 - 6100
 

工事業者名 所在地 電話番号 工事業者名 所在地 電話番号

㈱赤塚土木興業 長渡呂256 58 - 6213 ㈱豊島産業 川崎213-3 52 - 3335

伊奈工業㈱ 城中359 58 - 6168 ㈱直井造園土木 日川571 52 - 2600

いなほ工業㈱ 上島848 58 - 0382 成島建設㈱ 板橋3101 58 - 1131

㈲大久保水道工業 上島824 58 - 8177 成建工業㈱ 板橋3022-7 58 - 8613

オービー建設㈱ 谷井田750-1 47 - 7000 浜野商事㈱ 伊丹161 58 - 2416

㈲片見設備工業 福岡1425-1 52 - 5804 原信田建設㈱ 板橋1783 58 - 0018

㈲川口商事 鬼長526-1 52 - 3286 常陸管工 上長沼617 52 - 5579

久下設備 城中55 58 - 0418 ヒタチ緑化㈱ 筒戸103 52 - 3251

㈲坂本設備工業 豊体番外3号 58 - 0070 ㈲福新設備工業 台198 52 - 5011

常総土木工業㈱ 福岡1383-1 52 - 5357 ㈱武平 福原188 57- 0600

常栄エンジニアリング㈱ 田村450 52 - 7633 ㈲文倉建設 鬼長1231-2 52 - 5622

㈱新みらい 絹の台2-2-3 34 - 1088 松本工業㈱ 板橋2536 58 - 2187

㈱誠勝 筒戸1987-11 20 - 5470 ㈲丸斉建設 真木106 52 - 2627

関建設㈱ 上島168-2 58 - 2138 谷口設備工業 真木67-1 52 - 2619

塚本建設工業㈱ 東楢戸980-1 52 - 3681 ㈱山田組 城中952 58 - 2351

㈱寺田興業 南927-2 52 - 5809 谷原建設㈱ 下長沼118-1 52 - 2298

常磐興業㈱ 筒戸3178 52 - 2203 吉田設備 樛木45-3 52 - 5830

問  ☎  ＜給水装置工事事業者一覧＞

水道漏水の際の連絡先が変わりました
         これまでは、広報でお知らせしました漏水当番へ直接連絡していただきました
   が、今後、漏水修理を依頼される場合は、水道課までご連絡ください。
　

ふ

る

さ

と

づ

く

り

寄

附

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　（９
月
受
領
分
）

・ ・

　　

火災・救急統計
●火災

　建 物

　車 両

　そ の 他

　 計

●救急

　交通事故

　急　　病

　そ の 他

　 計

９月分

３件

　０件

２件

５件

　９月分

19件

62件

　22件

103件

22年分

８件

　４件

４件

16件

22年分

139件

658件

　223件

1,020件

国 民 健 康 保 険 税　　　第 5 期

後期高齢者医療保険料　　　第 5 期

（ 普 通 徴 収 ）

保 育 料　　　1 1 月 分

児 童 ク ラ ブ　　　1 1 月 分

上 下 水 道 料　　　9 月 分

下水道受益者負担金　　　第 ３ 期

下水道使用料※(取)　　　８ 月 分

住 宅 使 用 料　　　1 1 月 分

地 代　         1 1 月 分

☆納期限は
　　　　11月30日(火)です。
※（取）：取手地方広域下水道組合

11月の納税など

    　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

市
長
９
月
の
動
静
（
９
月
1
日
～
30
日
）

こ
こ
で
は
、市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報
公
開
し
ま
す
。

１
日
㈬
＝
庁
議
、
定
例
記
者
会
見

２
日
㈭
＝
市
議
会
定
例
会
本
会
議

3
日
㈮
＝
市
議
会
定
例
会
本
会
議

４
日
㈯
＝
農
コ
ン
in
つ
く
ば
み
ら
い

６
日
㈪
＝
市
議
会
定
例
会
本
会
議

８
日
㈬
＝
社
会
福
祉
協
議
会
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
視
察
、
茨

　
　
　
　
城
県
倫
理
法
人
会
役
員
辞
令
交
付
式

10
日
㈮
＝
つ
く
ば
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
訪
問

11
日
㈯
＝
中
学
校
体
育
祭

12
日
㈰
＝
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
会
式

13
日
㈪
＝
み
ら
い
平
地
区
５
０
０
０
人
達
成
者
へ
の
記
念
品

　
　
　
　
贈
呈
、
市
商
工
会
か
ら
寄
附
金
受
領

14
日
㈫
＝
退
職
辞
令
交
付

15
日
㈬
＝
入
札

16
日
㈭
＝
常
総
青
年
会
議
所
総
会

17
日
㈮
＝
秋
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ

　
　
　
　
ビ
リ
体
操
指
導
士
３
級
養
成
講
座
開
講
式
、
市
議

　
　
　
　
会
定
例
会
本
会
議

18
日
㈯
＝
小
学
校
運
動
会

20
日
㈷
＝
秋
季
少
年
野
球
大
会
、
高
齢
者
芸
能
発
表
大
会
、

　
　
　
　
１
０
０
歳
以
上
の
長
寿
者
へ
敬
老
お
祝
い
金
伝
達

21
日
㈫
＝
プ
レ
ミ
ア
ム
ヘ
ア
ー
・
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ッ
ト
か
ら
寄

　
　
　
　
附
金
受
領
、
㈱
不
二
製
油
つ
く
ば
研
究
開
発
セ
ン

　
　
　
　
タ
ー
か
ら
樹
木
の
寄
贈
目
録
受
領

23
日
㈷
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
て
ま
り
会
芸
能
発
表
会

24
日
㈮
＝
市
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会
、
福
岡
・
花
輪
地

　
　
　
　
区
お
た
の
し
み
会
か
ら
の
寄
附
金
受
領

26
日
㈰
＝
き
ら
く
や
ま
音
楽
祭
、
立
浪
部
屋
祝
賀
会

27
日
㈪
＝
企
業
訪
問
、
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
議
会

28
日
㈫
＝
企
業
訪
問
、
常
総
広
域
事
務
組
合
管
理
者
会

29
日
㈬
＝
企
業
訪
問
、
橋
本
知
事
へ
県
内
３
市
長
Ｔ
Ｘ
東
京

　
　
　
　
駅
延
伸
要
望

30
日
㈭
＝
退
職
辞
令
交
付
、
入
札
、
企
業
訪
問
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　市消費生活センターでは、消費生活に関する苦情や問い
合わせを、専門の相談員が受け付けています。無料法律相
談では、弁護士からアドバイスが受けられます。

　●消費生活相談　毎週月～金曜日  
　　　　　　　　　午前９時～正午、午後１時～４時30分
　　　　　　　　　※祝日・年末年始は除く
　●無料法律相談　11月11日(木)、18日(木)
　　　　　　　　　午後1時30分～ 4時30分（1人30分予約制）
　●相談・予約　　市消費生活センター（谷和原庁舎１階）
　　           　　　　☎ 25 - 3288（センター直通）
　　　　　　　　　FAX 57 - 2288 

　

谷 和 原 庁 舎              ７日・21日

伊 奈 庁 舎           14日・28日

 
開庁時間：午前８時30分から正午まで

業務内容：窓口業務の一部（下記のとおり）

 【税務関係】　

　納税証明書、所得証明書、評価証明書、軽自動車
　車検用納税証明書などの発行
　市税、各種使用料および手数料など（納付書持参
　の場合のみ）の収納

【住民関係】

　 戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書、印
　 鑑登録および印鑑証明書などの発行

 ※住民票の異動（転入・転出など）および、外国人
     の登録・証明書発行などの手続きはできません。

 問い合わせ先：市民窓口課　☎58‐2111
　 伊奈庁舎　　（内線1111 ～ 1115）
　 谷和原庁舎　（内線8110 ～ 8114）

 

　     
    ◎法律相談（弁）（司）
　　弁護士・司法書士による相談（要予約）午後１時～４時
　◎心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時

　　予約・問い合わせ先
  　　 ㈳つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）　
　　　☎ 57 - 0123

市社会福祉協議会心配ごと相談（11月）

行　政　相　談（11月）

教　育　相　談（11月）
　家庭教育や子育てに関すること・不登校・友人関係・
受験・カウンセリングなど何でも結構ですのでご利用く
ださい。来所相談のほか、電話相談も受け付けています。

　●伊奈公民館
　日　時　毎週水曜日　午前９時～午後５時
　　　　　☎ 57 - 0983（相談室直通）
　※3日㈷は4日㈭に、24日㈬は25日㈭に振り替えます。　

　●小絹コミュニティセンター
　日　時　毎週火曜日　午前９時～午後５時
　　　　　☎ 52 - 7566（相談室直通）
　※23日㈷は24日㈬に振り替えます。

　　●相談員　羽
は

田
た

　暁
さとる

　さん

　毎日の暮らしの中で、例えば「道路の案内標識が見えにく
い」「郵便ポストが近くにない」など、困っていることはあ
りませんか？ こんなとき、行政相談委員にご相談ください。

　日　　時　11月18日(木)
　　　　　　午後１時30分～３時30分
　場　　所　小絹コミュニティセンター　相談室
　　また、随時相談を受け付けています。
　　問い合わせ先　行政相談委員　
　　今

いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎52 - 2525　筒戸1749 - 1
　　相

あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎58 - 0676　下平柳828 - 3

　　11月２日㈫   法律相談(弁)…保健福祉センター

               ９日㈫　法律相談(弁)…すこやか福祉館 

　　　　16日㈫   法律相談(司)…保健福祉センター                      

　　　　17日㈬  心配ごと相談…保健福祉センター

                〃　　 心配ごと相談…すこやか福祉館   　

              25日㈭　法律相談(弁)…すこやか福祉館   

 日曜日開庁のお知らせ（11月）

消 費 生 活 相 談

       休日当番病院（11 月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

11月3日㈷ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341

７日㈰ 水 海 道 さ く ら 病 院 常総市 0297-23-2223

14日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333

21日㈰ 総 合 守 谷 第 一 病 院 守谷市 0297-45-5111

23日㈷ 水 海 道 さ く ら 病 院 常総市 0297-23-2223

28日㈰ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771

小児科救急当番病院（11 月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総 合 守 谷 第 一 病 院 守谷市 0297-45-5111

水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

                         　
                          くみとり

業　者　名 指 定 地 区 

㈱シイナクリーン
0297-58-3566

旧谷和原全域
小張・豊・谷井田・三島（戸茂・戸崎・   
根柄を除く）
板橋（高岡）・東（東栗山・城中）

関　東　商　事  ㈱
029- ８36-3007

板橋（高岡を除く）
東（足高）三島（戸茂・戸崎・根柄）

   

   

市
長
９
月
の
動
静
（
９
月
1
日
～
30
日
）

こ
こ
で
は
、市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報
公
開
し
ま
す
。
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クラブ名 活動時間 場所 お問い合わせ先

・翔
しょうか

火クラブ

・若
わかくさ

草クラブ

・I＆ABC

毎週火、木、土曜日
19時～ 21時20分

市総合運動公園体育館
バドミントン部　
部長　池

いけだ

田　實
みのる

　
☎ 58－５３２４

市スポーツ振興室　
☎ 58－４００５・ウィング

毎週水曜日
10時～ 13時

市総合運動公園体育館

　つくばみらい市体育協会バドミントン部
では、現在75名の部員で活動しています。
年２回の競技大会や１泊２日の強化合宿な
ども行い、技術の向上や親睦を深め、年代
を問わず楽しく活動しています。
　初心者から上級者まで、興味のある方は
ご連絡ください。

問 　　　スポーツ振興室
　　　☎ 58- 4005

体験してわかる バドミントンの魅力 バドミントン部

大会：夏季バドミントン大会（オープン）、

　　　市長杯バドミントン大会

※体育館の都合により休み、日程が変更になる場合があります。

スポーツの楽しさ、再発見！
つくばみらい市体育協会特集


